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報 告 書 抄

録

ふりがな ぜにがめいせき

書 名 銭亀遺跡

副 書 名 農免農道整備事業下西目地区に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

巻 次 1 

シリーズ名 南種子町埋蔵文化財発掘調査報告書

シリーズ番号 14 

編集者名 徳田有希乃

編集機関 南種子町教育委員会

所 在 地 〒891-3792鹿児島県熊毛郡南種子町中之上2793-1 TEL0997-26-1111 

発行年月日 2006年3月31日

ふりがな ふりがな コード
所収遺跡名 所在地 北緯 東経 調査期問 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

かごしまけんくまげぐん
農免農道鹿児島県熊毛郡 130度 30度 20000601 

ぜにかめいせき みなみたねちょう にしの 整備事業
銭亀遺跡 南種子町西之 5020 81-24 52分 20分 ～ 3,000rri に伴う事

ぜにがめ

銭亀 51秒 54秒 20001031 前調査

所収遺跡名 種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

銭亀遺跡 包含層 旧石器時代 細石刃核

細石刃文化 細石刃

スクレーパー

...・・ ・ ・···· · ········•····· • ··· ·· ··•· ·· ・ • • ----• ・ • ---”.．----・ • -• ---．．---• -• ・ • ---• .. ----... ----.... -...... ---.... -...... --... ・--..... ---. ・-. -------・-・-----・・・-・---・・---------

縄文時代 土抗 5基 土器：下剥峯式土器・

早期 集石 6基 桑ノ丸式土器・妙見・

天道ヶ尾式土器・吉田

式土器石器：磨石・敲

石・石皿・打製石斧・

打製石鏃等



序文

埋蔵文化財は， 日本の歴史や文化の成り立ちを知る上で貴重な歴史的遺産であり、

国民共有の文化遺産として大切に守り伝えるべきものであります。

南種子町には、平成15年に県指定史跡となった横峯遺跡や、弥生時代から古墳時代

へかけての埋葬址である広田遺跡などの全国的に有名な遺跡があります。特に，種子

島における旧石器研究において，その端緒を開くこととなった横峯遺跡は学史的にも

非常に貴重な遺跡といえるでしょう。

本報告書は，鹿児島県農政部を事業主体とする農免農道整備事業下西目エ区に伴い

実施した銭亀遺跡の発掘調査報告書です。銭亀遺跡は旧石器時代後期と縄文時代早期

の複合遺跡です。いずれも石器の製作に伴う遺物が発見されています。特に旧石器時

代の遺物は，細石刃核の製作工程を考える上で非常に良好な資料と言えるでしょう。

本町では，今回の発掘調査の成果を後世に伝えるとともに，地域の文化財の普及啓

発活動に活用したいと考えています。

最後に，本報告書を刊行することができましたのは，鹿児島県教育庁文化財課・鹿

児島県立埋蔵文化財センターの方々をはじめ，関係各機関・各位のご指導・ご協力の

賜と深く感謝の意を表します。

平成18年3月

南種子町教育委員会

教育長竹迫種俊
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例 言

1. 本報告書は，南種子町教育委員会が鹿児島県教育庁文化財課と鹿児島県立埋蔵文化

財センターの協力を得て実施した，農免農道整備事業下西目地区に伴う銭亀遺跡の埋

蔵文化財発掘調査報告書である。

2. 発掘調査は，確認調査を平成11年度，緊急発掘調査を平成12年度に実施し，報告

書作成業は，平成17年度に実施した。

3. 本報告書に用いたレベル数値は，鹿児島県農政部（熊毛支庁土地改良課）が作成し

た地形図に基づく海抜高である。

4. 挿図の縮尺は各図ごとに示してある。

5. 遺物番号は，本文及び挿図・図版番号と一致する。

6. 本報告書の執筆は，徳田が行った。

7. 発掘調査における測量・実測・写真撮影は坂口が行った。整理作業の実測とトレー

スは黒川・徳田・石堂・西園・森・峰山で行った。また，遺物写真撮影は，鹿児島県

立埋蔵文化財センター・西之表市教育委員会の協力を得た。

8. 本報告書の編集は徳田が担当した。



巻頭カラー

序文

報告書抄録

遺跡位置図

例言
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第 I章 調査の経過

第 1節 調査に至るまでの経過

鹿児島県農政部（熊毛支庁土地改良課／以下，県農政部）は南種子町西之地区において農免農道整備

事業を計画し，事業区内の埋蔵文化財の有無について鹿児島県教育庁文化財課（以下，県文化財課）に

照会した。

当地区は，鹿児島県教育委員会によって，平成4年度鹿児島サン・オーシャン・リゾート地域分布調

査が実施されており，縄文時代早期の遺跡として周知されている。

この分布調査の結果を基に，県農政部・南種子町農地整備課（以下，町農地整備課）と南種子町教育

委員会（以下，町教育委員会）は埋蔵文化財の保護と事業の調整を図るため協議を行い、平成11年度に

埋蔵文化財確認調査を実施した。その結果、縄文時代早期の包含層が確認された。

この調査結果を基に、県農政部・町農地整備課と町教育委員会は遺跡の保存と事業の実施について協

議した。その結果、事業計画の変更が不可能であることから、事業着手前に記録保存のための発掘調査

を実施することとなり，平成12年度に全面調査を実施した。

第 2節

調査主体

調査総括

調査事務

”
 ”
 ＂ 
確認調査

緊急発掘調査

”
 調査指導者

＂ 

調査の組織

南種子町教育委員会

”
 ”
 ”
 ”
 ”
 ” 
”
 ＂ 

教育長

社会教育課長

体育文化係長

”
 主 事

文化財主事

体育文化係長

体育文化係主事補

文化財主事

＂ 

高

立

原

坂

中

坂

坂

丸

堂

黒

ロ

石

口

町

口

稔

靖

隆

浩

美

浩

浩

直

秀

忠

（平成11~12年度）

夫（平成11~12年度）

昭（平成11年度）

- （平成12年度）

保（平成11~12年度）

- （平成11年度）

- （平成12年度）

樹（平成12年度）

人（平成11年度）

広（平成11年度）

鹿児島県教育庁文化財課

鹿児島県立埋蔵文化財センター

発掘調査作業従事者

・確認調査

柳田弘日高宏，中野昭夫山下房子，日高ハツミ，鮫島えつ子，寺川順子，古市悦子，

河北真貴子，稲川ナナ子，田中真由美，峯山鈴子，川脇文子，鮫島江美子

・全面発掘調査

柳田弘， 日高宏，寺川順子， 日高かじ子，伊藤喜代美，村田秋美，園田郁代，山下房子，中川正子，

川元敏子，西園六代，浦辺君江，向江キミ子，山口克江，稲川ナナ子，田中真由美，島元初美

口

塚

込

川

西園六代，

第 3節 確認調査

確認調査は平成11年5月25日～平成11年6月16日までの 14日間行った。

トレンチ設定は，地形を考慮しながら 2mX4mを基本とし，合計8トレンチ設定した。調査の

結果，全トレンチにおいて遺物が出土したが，殆どが少量の出土にとどまった。また，遺構として

二つのトレンチで集石が検出された。
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第4節全面調査

緊急発掘調査は平成12年6月1日～平成12年10月31日（実働83日間）に実施した。

以下，調査の経過については日誌抄にて記載する。

平成12年6月1日（木） ～6月2日（金）

オリエンテーション。プレハブ・重機の搬入。調査区域の樹木伐採。グリッド設定。重機に

より，アカホヤまでの剥ぎ取りを行う。その後作業員によりアカホヤの掘り下げを行う。

6月6日（火） ～16日（金）

B-2, 3, 7, 8区の縄文時代早期包含層Nb層を掘り下げる。土器片，打製石斧，打製石

鏃等が少量出土。 10~16区の樹木伐採，重機により B-7~9区表土剥ぎ。グリッド設定。

6月19日（月） ～29日（火）

B-7~9区掘り下げ。土器片数点石鏃等出土。 B-9区より集石l基検出。遺物出土状

況の写真撮影。

6月26日（月） ～7月～6日（木）

乾燥により地割れが見られるため，ブルーシートで乾燥を防ぐ。台風接近のため台風養生を

行う。 A-4,5区， B-4,9,.....,, 12区掘り下げ。打製石鏃出土。コンタ図作成。土層断面実

測。グリッド設定。

7月10日（月） ～27日（木）

台風接近のため台風養生を行う。 A-5区 B-4, 5, 10,.....,,12区掘り下げ。敲石出土。

B-12区で土坑検出。コンタ図作成。 A地区を重機により表土剥ぎ。県道側に仮設道路設置。

8月1日（火） ～4日（金）

長期雨天のため，組立式テントとブルーシートを張って作業を行う。 C-2,3区 A-7

区掘り下げ。コンタ図作成。土層断面実測。 B-12,.....,,15区を重機で表土剥ぎ。

8月7日（月） ～25日（金）

台風接近及び乾燥防止のため調査区をブルーシート等で覆う。 A-7,8区 B-2, 10, 

11, 14, 15区掘り下げ。少量の土器と敲石，磨製石斧等が出土。コンタ図作成。土層断面実

測。確認調査時検出の集石を再検出。 A-8区で中央部にカーボンと焼土の混入した焼土遺構

検出。

8月28日（月） ～9月8日（金）

A-12,.....,,16区， B-9～13区掘り下げ。コンタ図作成。土層断面実測。 A-13,.....,,16区

を重機で表土剥ぎ。 B-10,.....,,15区に仮設道路を設置。 A-16区で頁岩製マイクロコア，チ

ップなどが出土。 B-14, 15区で土坑検出。

9月19日（火） ～22日（金）

A-9~12区掘り下げ。コンタ図作成。 A-10区で土坑， B-9区で集石検出。作物補償

等の協議を町農地整備課，地権者と行い， 25~39区までの竹の除去。 A-5,6区を重機で表

土剥ぎ。

9月25日（月） ～29日（金）

B-9区， D-29,.....,,31区 E-30,.....,,39区掘り下げ。 A-9区集石， A-10区， D-29

区で土坑検出。石鏃，チップ等出土。 BI区重機で表土剥ぎ，グリッド設定。
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10月2日（月） ～5日（木）

C-27区 D-29,30区掘り下げ。 C-27区集石検出。 D-29,30区の境で石鏃2点

と大量の頁岩製チップが出土。コンタ図作成。土層断面実測。 C-25,26区重機により表土

剥ぎ。

10月10日（火） ～13日（金）

B, C-24~26区 D-29,30区掘り下げ。コンタ図作成。土層断面実測。 C-26,27 

区の境で集石検出。重機でC-24区表土剥ぎ。

10月16日（月） ～20日（金）

B-20, 21, 24, 28区， C-24~26区 C, D-28区掘り下げ。 B-20, 21区でマイ

クロチップや剥片土器等が出土。 20区では集石検出。土層断面実測。 A~C-20~23区重機

により表土剥ぎ。

10月23日（月） ～31（火）

A, B-20, 21, B, C-22, 23区掘り下げ。コンタ図作成。土層断面実測。調査区域

の清掃と土砂の整地。

調査終了。
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第5節報告書作成作業

1.報告書作成事業の経緯

銭亀遺跡の発掘調査報告書作成事業に伴う整理作業については，調査中にも水洗，注記，図面整

理等の作業を平行して行っていたが，本格的な整理作業は平成13年度， 17年度に行った。

調査主体 南種子町教育委員会

調査総括 教育長高口

” 
調査事務 ” 
” II 

” ” 
II II 

報告書作成 ” 
” ” 
” II 

整理指導者 鹿児島県立埋蔵文化財センター

竹迫

立石

上山

中町

折田

埋蔵文化財係長 坂口

文化財主事 徳田

”
 社会教育課長

”
 主 事

堂田
石宮

”” 

稔 （平成13年度）

種俊 （平成17年度）

靖夫 （平成13年度）

幸夫 （平成17年度）

美保 （平成13年度）

日出代（平成17年度）

浩一 （平成13年度）

有希乃（平成17年度）

和博 （平成17年度）

栄二 （平成17年度）

報告書作成作業従事者

•平成 13 年度

西園六代，

•平成 17年度

西園六代，森真智子

なお，整理作業において下記の方々にご教示・ご助言をいただいた。記して謝意を表します。(50音順）

黒川忠広・堂込秀人・長野慎ー・西園勝彦・福永修ー・馬籠亮道・峰山いづみ
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第11章遺跡の位置と環境

第 1節自然環境

南種子町の所在する種子島は，大隅半島最南端の佐多岬から南東約40kmの洋上に位置する。面積

447.09k孤延長52km, 幅12kmで野間の地峡部では約6kmにしか過ぎない。島の長軸方向は，北北東か

ら南南西に細長く伸びており，九州本土や琉球列島の配列にほぼ近い。亜熱帯性自然の北縁部で太平洋

のサンゴ礁の北限にあたり，島の南東を黒潮の本流が流れる。最高海抜は， 282.3mと比較的平坦な地

形をしており，九州最高峰の宮之浦岳（標高1,935m)を有する屋久島とは対照的な島である。

地質構造においては島全体に海岸段丘がよく発達しており，東西方向に走る断層によって北部・中

部・南部の三区域に分けられる。南種子町は種子島の南部に位置し，東西南の三方向が海に面し北は中

種子町を境にする。面積は110.21rrl'で熊毛諸島の各市町の中では最も狭い。地形は長谷原尾の212.2m

を最高点とし，内陸部は海抜約200m前後の丘陵地帯で平坦な台地を形成する。海岸段丘は，西海岸の

島間から門倉岬にかけてよく発達している。高度100mの段丘が一番顕著で，海岸線に沿って南北に延

びている。また， この下位に高度60mの段丘面があり，集落を形成するが急傾斜を成して海に迫ってい

る。東海岸は著しく開析を受けた 100m以下の台地で，谷系の発達が著しく海岸段丘は殆ど見られない。

南種子町の地質は，基盤を成す熊毛層群（砂岩と頁岩の互層）が広く分布し，西海岸においても熊毛

層群が見られる。南種子町の中心地，上中付近から東海岸にかけては，緩やかに傾斜しながら田代層，

河内層大崎層の順に茎永層群が基盤の熊毛層群を覆っている。銭亀遺跡に近接する南種子町の最南端

門倉岬は熊毛層群が基盤をなしている。熊毛層群は堅緻最上部では，第四紀の火山灰層が複数確認され

ており，横峯遺跡や立切遺跡の調査等で鍵層として活用されている。

門倉岬は1543年に鉄砲が伝来した岬であり，海岸段丘が著しく発達しており台地から断崖を経て海

岸線へ到る。この岬から北西約 1kmの地点に位置する銭亀遺跡は，段丘上の標高約85mの台地に所在

し，背後には再び段丘が迫る。遺跡の北西には，やや大きな谷が入り込んでいるが，その他は緩やかな

傾斜の台地が広がる。この谷には現在流水は確認されていないが，数十年前までは湧水があったことを

地元の方から確認している。

第2節歴史的環境

南西諸島は，大きく三つの文化圏に分けられる。九州本土の文化を強く受けている薩南諸島（種

子島・屋久島）を北部圏南九州の影響を受けつつも独自の土器文化圏を発達させた地域（奄美諸

島・沖縄諸島）が中部圏 日本文化の影響を殆ど及ばず台湾・フィリピンなどの強い南方文化が特

色の地域（先島諸島）が南部圏である。

以下，北部圏に属する種子島の南種子町所在の遺跡を中心に時代ごとに記述したい。

旧石器時代

種子島で初めて旧石器時代の遺跡が確認されたのは， 1992年の横峯遺跡の (21)発掘によって

であり， AT火山灰，種IV火山灰，種m火山灰等の鍵となる火山灰層に挟まれた文化層から後期旧
石器時代初頭の礫群をはじめ、敲石などの石器がみつかっている。 1996年には鮫島安豊氏らによ
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り細石核が西之表湊遺跡で表採され，細石刃文化も確認された。その後，立切遺跡において後期旧

石器初頭の遺構・遺物が検出され、大中峯遺跡・三角山 I遺跡・銭亀遺跡 (24)などで船野型の細石核

が確認されている。また，横峯G遺跡 (74)では畑の土手より礫郡と思われるものが発見されており＼

横峯F遺跡 (73)では旧石器時代に伴う遺物ではないが，石斧が表採されている。横峯F遺跡・横峯G

遺跡は横峯遺跡の立地する大地の裾野にあたり， この大地一帯に旧石器時代の遺跡が存在する可能性が

ある。

縄文時代

草創期の遺跡は，隆帯文土器が表採された横峯C遺跡・横峯D遺跡 (39)がある。種子島では，西

之表市奥ノ仁田遺跡・鬼ヶ野遺跡・中種子町三角山遺跡などに類似する士器が出土しており，中でも鬼

ヶ野遺跡では大量の遺物と共に隆帯文土器に伴う住居址も確認されており，種子島における縄文時代草

創期の様相を知る上で注目される遺跡である。

早期の遺跡は，岩本式土器の出土が上平遺跡 (35)，園田遺跡，西俣遺跡で知られる。西俣遺跡では，

早期円筒形土器の外底部に網代圧痕が確認される資料が1点あり，縄文後期によく見られる網代痕が，

早期まで遡ることを示し興味深い。吉田式土器の出土した長谷遺跡（1), 昭和62年に発掘調査を行い

塞ノ神式土器の出土した小牧遺跡 (14)，平成7年に発掘調査を行い塞ノ神式土器や磨製石鏃の出土し

た石ノ峯遺跡 (36)，平成14年に苦浜式土器などが表採された枯木野隅遺跡 (72)がある。押型文土

器は，西之表市国上久保田遺跡でアカホヤ火山灰層下層より崖面表採されており（潮流3号），手向山

式土器に該当する。中種子町油久奈佐田遺跡でも押型文土器が確認されているようだが（鹿児島県市町

村別遺跡地名表），資料は現在確認することが出来ず，また記載の経緯も不明である。

前期の遺跡では，昭和62年に発掘調査をした平六間伏遺跡 (15)，赤石牟田遺跡（2), 轟式土器の

出土した上平遺跡 (35)などがある。

後期の遺跡は，一湊式土器だけの単純遺跡である野大野A遺跡 (18)や，茶木久保遺跡 (23)，田尾

遺跡 (4)，市来式土器・丸尾式土器の出土した松原遺跡 (11)大規模な配石遺構で知られる藤平小田

遺跡 (38)などがある。西之表市大花里一之鳥居貝塚は，指宿式土器を主体とする後期の土器が表採さ

れている。なかでも磨消縄文土器が確認されていて，注目される。（潮流第3号）。

晩期の遺跡は，黒川式土器や人骨・貝製品などの出土した一陣長崎鼻貝塚（5), 松原遺跡 (11)な

どがある。中種子町大園遺跡は，縄文時代晩期の黒川式土器を主体とする遺跡で，器壁が約1.5cmと厚

く，粗製の土器である。

弥生時代

平山の広田海岸に面する砂丘に立地する埋葬遺跡の広田遺跡 (25)が著名である。広田遺跡は埋葬遺

跡で、 150体以上の人骨が3層にわたり異なった習俗で埋葬され，副葬品として南海産の貝等を利用し

た賂しい数の貝製品を使用している。貝製品の中には，南国文化との関係を示唆するものも出土してい

る。広田遺跡は現在再調査が行われており，新たな様相が見えてきている。その他の遺跡には，本村塚

の峯遺跡 (8)，本村丸田遺跡（9), 浜田嵐遺跡 (6)がある。

歴史時代

平安時代の掘立柱建物跡の検出された本村丸田遺跡 (9)が知られている。中世の遺跡としては、藤

1奄美高校教師中原一成氏のご教授による。
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平小田遺跡や中世の山城とされる上妻城址 (13) が知られている。大園遺跡では，中世の掘立柱

建物跡が5棟検出されている。

［参考文献］

南種子町教育委員会 「本村丸田遺跡」 南種子町埋蔵文化財発掘調査報告書(1)

” 「小牧遺跡・平六間伏遺跡」 南種子町埋蔵文化財発掘調査報告書(2)

II 「野大野A遺跡・上瀬田A遺跡」 南種子町埋蔵文化財発掘調査報告書(3)

＂ 「横峯遺跡」 南種子町埋蔵文化財発掘調査報告書(4)

” 「松原遺跡」 南種子町埋蔵文化財発掘調査報告書(5)

II 「石ノ峯遺跡」 南種子町埋蔵文化財発掘調査報告書(6)

II 「摺久保遺跡・ヌカス遺跡・浜田嵐追跡・今平遺跡」

南種子町埋蔵文化財発掘調査報告書(7)

” 「横峯C遺跡」 南種子町埋蔵文化財発掘調査報告書(8)

＂ 「藤平小田遺跡」 南種子町埋蔵文化財発掘調査報告書(9)

” 「龍奄坂・今平遺跡」 南種子町埋蔵文化財発掘調査報告書(10)

" 「上平遺跡」 南種子町埋蔵文化財発掘調査報告書(11)

” 「横峯C遺跡」 南種子町埋蔵文化財発掘調査報告書(12)

” 「横峯D遺跡」 南種子町埋蔵文化財発掘調査報告書(13)

II 「銭亀遺跡」 埋蔵文化財発掘調査事業報告書

中種子町教育委員会 「立切遺跡」 中種子町埋蔵文化財発掘調査報告書(4)

” 「立切遺跡」 中種子町埋蔵文化財発掘調査報告書(6)

西之表市教育委員会 「奥ノ仁田遺跡・奥嵐遺跡」 西之表市埋蔵文化財発掘調査報告書(7)

西之表市教育委員会 「鬼ヶ野遺跡」 西之表市埋蔵文化財発掘調査報告書(14)

盛園尚孝 「広田遺跡に関する調査報告書」

広田遺跡学術調査研究会・鹿児島県立歴史資料tンター黎明館 「種子島広田遺跡」

南種子町郷土誌編纂委員会 「南種子町郷土誌」

南種子町教育委員会 「南種子町の民俗」

鹿児島県立埋蔵文化財tンター 「三角山 I遺跡 (P地点）」

桑畑武志・大久保浩二 人類史研究12「種子島の細石器ー西之表市大中峯遺跡資料の紹介ー」

種子島考古学研究会 「潮流」第1号

1986 

1988 

1991 

1993 

1993 

1996 

1996 

2000 

2003 

2004 

2004 

2005 

2003 

2000 

2002 

2003 

1995 

2004 

1995 

2003 

1987 

1995 

2002 

2000 

1978 

鹿児島県立埋蔵文化財センター 「柿内遺跡・大園遺跡・西俣遺跡」鹿児島県埋蔵文化財発掘調査報告書(24) 1999 

-7 -



第 1表遺跡地名表 (1)

番号 迫跡名 所在地 地形 時 代 迫物等 備 考

81-1 長は谷せ 中之上赤石牟田 台地 叡（早期） 吉田式 表面調査による出土

81-2 羞涵袖 ＂ 
II 縄文（鴇罪）

曽畑式・塞ノ神式・石鏃
平成4年分布調査

黒耀石片・石匙・石斧・集石

81-3 野の大おお野の 西之野大野 II 紺軋文 （後期） 市来式・磨製石斧 ．敲石 表面調査による出土

81-4 由r-蘊 島間田尾 II ヽ ＂ 
(JI) 市来式・腐製石斧磨石・ 敲石 • 石皿 ＂ 

81-5 埠謳貨貨籟 中之下 ー陣 低地 縄文（晩期）
黒川式・邸製石斧 ・骨製炭飾り

昭和31年発掘調査
骨錘・貝輪・人骨・武魚骨・貝類

81-6 は浜まだ田あ嵐らし 平山嵐シ II 弥生（中期） 土器片（須玖式）

昭和32~34年発掘調査

広ひろ田た 弥生（幌餅）
弥生土器 ・人骨113（本余 埋葬址考古学雑誌43巻3号，

81-7 平山 奥ノ園 ＂ 古墳（前期）
貝製品・紡錘車・石錘 H本考古学協会発表 (24回総

鉄製鈎針 ・獣魚骨 ・貝類 会），福岡医学雑誌52巻8号，

種子島民族集7号広田の民族．

81-8 裟符蘊の簗 西之塚の峯 山地 弥生（後期） 土器片

縄文（後期） 指宿式・市来式・曽畑式

81・ 9 箱社、る自 西之丸田 II 弥生（後期） 石斧 ．磨石 ・弥生土器 昭和60年発掘調査

平安 土師器 ・須恵器 ・陶磁器

81-10 裟椅牟蔀 西之宇都 ＂ 弥生（後期） 土器片

81 •1 1 屈蘭 茎永堤ノ小田 低地
縄文（後期・暉） 集石 ・市来式 ・ 丸尼式 ・ 指宿式 • 石斧

平成4年発掘調査
古代 麿石 • 石111 ・出踊器・須應器・脊屈

81-12 笙籠磁紐 茎永野久尾山 山地 中世 中戦 (B詢58年県文化器調査）

81-13 滋蘊紐 島問内城 II 

＂ ＂ （ 
II ） 

81-14 油t 中之上小牧 台地 縄文（早期） 塞ノ神式 ・磨石 ・敲石 昭和62年発掘調査

81•15 へ平い六ろく間まぷ伏し 中之上平六問伏 II 縄文 ・古墳 土器片•石斧 ＂ 
81-16 上うわ瀬ゼ田t,A 西之上瀬田 ＂ 絣槌文 土器片 平成2年確認調査

81-17 上うわ瀬せ田だB ＂ ＂ ＂ 
II 昭和 63年分布調査

81-18 野の大おお野(/)A 西之野大野 l l 縄文（後期） 一湊式・破石・ 磨石 ・石皿 平成2年発掘調査

81-19 籟油 島問横峯 ＂ 縄文 土器片 平成3年分布調査

81-20 籟箪B ＂ ＂ 叡（疇） 土器片・磨製石斧 平成4年確認調査

81-21 籟缶 II 

＂ 
旧石器 固詳・臨・ 怪滞文 ・ 奥石 ・ 石逍 • 石斧

平成4• 8-10年発掘調査
縄文 （斡廃・群） 妓石・塞ノ神式・苦i兵式・屈式

81-22 下しも鹿か野の 島間下鹿野 ＂ 縄文・古代・中世 石鏃・土器片 平成13年分布調査偶知⑪菌射欽）

81-23 釜未久贔 島間茶木久保 ＂ 縄文（後期） 土器片 • 石鏃 平成6年確認調査

81-24 届i 西之銭亀 II 縄文（早期）
下剥峯式・桑ノ丸式・天道ヶ尾式

平成12年発掘調査
前平式・マイク0コ了・マイク pプレー ト ，•

81-25 駒ーま取どり野の 西之駒取野 ＂ 縄文 土器片 平成4年分布調査

81•26 安やす久（保ぼ 西之安久保 ＂ 縄文（早期） 吉田式 II 

81-27 西にし之のお大おみ宮やで田ん 西之大宮田 低地 中世 染付・土師器 ＂ 
81-28 ま真ど所ーろし汐お入いりA 中之下東真所汐入 ＂ ＂ 染付• 青磁 ・ 白磁・土師器 II 

81-29 笙紐蒻吠 茎永上松原汐入 ＂ ＂ 製塩土器 ＂ 
81-30 栂謡 茎永松原山 ＂ 縄文 台石 ＂ 
81-31 ゅ友う心しん汐しお入いりA 茎永友心汐入 ＂ 中世 土師器 II 

81 •32 祐滉吠B JI II II 

＂ 
II 

81-33 蘊社松 平山福ヶ野 台地 縄文 土器片 ＂ 
81-34 船蜘 ＂ ＂ 

縄文 （疇・諷）

古墳
縄文土器 ・成川式 ＂ 

81-35 う上えのた平いら 平山上平 II 
縄文（韓・前期） 岩本式・轟式 ・ 石鏃 • 石斧

平成10年発掘調査
中世 青磁

81-36 岩滋 中之上石ノ峯 台地 縄文（早期）
磨製石鏃．磨石・敲石・石皿

平成7年発掘調査
塞ノ神式・平棺式
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第2表遺跡地名表 (2)

番号 迫跡名 所在地 地形 時 代 造物等 備 考

81-37 籍久贔 中之上摺久保 II 
縄文（早期）

塞ノ神式 ・弥生土器片 平成7年確認調査
弥生

市来式・丸尾式・指宿式•松山式・

縄文（後期）
一湊式・台付皿など・石鏃・石斧．

平成 10年発掘調査により
81-38 韮箪,7海 島間 藤平小田 II 磨石・敲石・ 1!!l石 ・石JlI1• 石製品な

中世
ど・配石遺構・集石・大型土坑・染

消滅

付・土師器・青磁・掘立柱建物跡

81 -39 籟澁D 島問横峯 II 糾改（草創期） 隆帯文 隷7 年分布調査 • 平成 13 年確認調査

81-40 凪捕笛 西之塩浦田 ＂ 古代 土器片 平成13年確認調査

81-41 苓箪 西之下今平 ＂ 糾地文 （早期）
塞ノ神式・轟式 ・石鏃

平成13年発掘調査
石匙・チップ

81-42 麒 西之新牧 ＂ 
II (II) 土器片・石鏃 ・石皿・石斧 平成9年発掘調査

81-43 禎久贔 西之橋久保 II 旧石器 礫群 平成13年確謀忍調査

81-44 葡蒻 西之龍庵坂 II 縄文（早期） 前平式・吉田式 ・石鏃 平成13年発掘調査

81-45 積簗E 島問横峯 II 旧石器・縄文 平成10年分布調査偶佃の遺跡の位接地｝

81-46 稲いな野の 島間稲野 II 弥生 土器片 平成10年分布調査

81-47 丸まる野の 中之上丸野 II 縄文 II 

＂ 
81-48 韮 中之上笹 II II II 

＂ 
81-49 徳とく丸まるヶが野(]) 西之徳丸カノ ＂ 

縄文（後期） 市来式・丸尾式•松山式 周知の辿跡

中世 磨石 ・敲石・石皿 平成10年分布調査

81-50 髯貨 西之高鼻 II 古墳 土器片 平成10年分布調査

81-51 着濾 中之上有尾 /I 縄文 ＂ 
平成7年分布調査

81-52 篇簗 島間高峯 ＂ 縄文（後期） ＂ 平成10年確認調査

81-53 茜哭扁 中之下西大曲 II 縄文 II 平成7年分布調査

81-54 紺函 中之上椿山 ＂ ＂ 
II 平成8年分布調査

81-55 紺函B ＂ 
II 縄文（早期） 塞ノ神式 II 

81-56 堂どうノの中なか野の 中之下堂ノ中野 ＂ 縄文 土器片 平成9年分布調査

81-57 培紺白 島問有鹿野 II 叡（後期） 市来式・甜石・敲石・石斧 平成13年分布調査偶知の涸莉汰）

81-58 鴬団c 中之上椿山 ＂ 縄文 土器片・磨石 表面調査による出土

81-59 広ひろ田たn 平山奥浜渡 低地 近世 人骨4体 ・寛永通宝 平成11年発掘調査

81-60 衛滋 西之神山峯 台地 縄文 磨石・土器片 平成13年分布調査

81-61 な長がば畑たけ 西之長畑 II 

＂ 士器片 II 

81-62 涵自 中之下高田 低地 中世 ＂ ＂ 
81-63 濱はまノの田たし汐お入いり 中之下濱ノ田汐入 II 古代・中世 ＂ ＂ 
81-64 真まど所―ろ汐しお入いりB 中之下西真所汐入 ＂ 

II II II 

81-65 真まど所ころ汐しお入いりc 
＂ ＂ 中世 II II 

81-66 ひ日のノま丸る 西之本村 II 古代 II 

＂ 
81-67 久く保ぼ田た 中之下 久保田 ＂ 中世・近世 II 

＂ 
81-68 簸紺悔 中之下坂元田 II 古代・中世 II 

＂ 
81-69 籍屈 西之植松 台地 縄文 II II 

81-70 と藤うし七ちばた畑11 中之下 膵七畑 ＂ ＂ 
II 

＂ 
81-71 広ひろ田t・皿 平山大町汐入 低地 縄文（後期） ＂ 平成8年分布調査

81-72 枯かれ木さ野の隅すみ 中之上枯木野隅 台地 縄文（早期） 苦浜式土器 ・石匙．磨石 平成14年分布調査

81-73 籟澁F 島問横峯 台地 旧石器 礫群 平成16年分布調査

81-74 籟底 島間横峯 台地 旧石器・縄文 石斧 平成16年分布調査
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第m章調査の概要

第 1節調査の概要。方法

今回の調査は農免農道整備事業を起因事業とする緊急発掘調査である。平成4年度に分布調査，平成

11年度に確認調査，平成12年度に本調査が実施された。確認調査は平成11年5月25日～11年6月

16日まで実働14日間本調査は平成12年6月1日～10月31日まで実働83日間実施した。

調査面積は確認調査が64面，本調査が3,000rrlである。

1.確認調査

当地区は，平成4年度に県教育委員会により鹿児島サン・オーシャン・リゾート地域分布調

査が実施され，縄文時代早期の遺跡として周知されている。

トレンチは2mX4mを基本とし，分布調査の結果を基に，施工区域内を中心に8本設定し

た。耕作にかからないところにトレンチを設定したが，やむを得ず耕作にかかるところは耕作

者の同意を得て調査を行った。

調査の結果，全トレンチで遺物が出土したが，出土量は概ね少量であった。

2.緊急発掘調査

調査は，平成12年6月1日～10月31日まで実働83日間実施した。

遺跡周辺の地形は，若干の地下げはあるものの大規模な区画整理もなく，概ね原型を保って

いるため，遺跡の保存状況は良好であると考えられる。

本調査は，施行区域内の遺物包含層が残存する箇所を対象に行った。計画路線の中心線を基

準に lOmX10mのグリッドを設定し，主要地方道（東）側から町道（西）側に 1~39区

南から北方向にA~F区とした。

調査にあたっては，耕作土や造成工事による攪乱層を重機で剥ぎ取り，遺物包含層は作業員

により慎重に掘り下げた。

今回の調査面積は3,000rriであった。調査の結果，旧石器時代細石器文化の遺物はA15 ・ 

16区 B 21 ・ 22区， D29 ・ 30区を中心として出土した。縄文時代早期包含層は14~16 

区， 20~22区でしつかりした堆積が見られたが，全体的に遺物の出土は比較的少量であっ

た。

調査終了後は，重機により土を埋め戻した。
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第3図 調査区域及びトレンチ配器図 (1/500)



第2節遺跡の層序

調査区域内で若干の違いはあるが，標準土層は下記のとおりである。

I 層

II 層

IIIa層

皿b層

皿c 層

Na層

Nb層

V 層

I 層 耕作土

II 層 黒色腐植土

皿a 層 暗黄橙色火山灰 アカホヤ火山灰

皿b 層 暗黄橙色火砕流堆積物 パミスを多く含む

皿c 層 暗黄橙色火砕流堆積物 パミスを多く含む

Na層 黄褐色粘質土 軟岩砂利を多く含む（二次堆積か）

Nb層 黄褐色粘質土 縄文時代（早期）包含層

旧石器時代細石刃文化包含層

V 層 黒褐色粘質土 VI層よりや軟質

標準土層図

また， 4トレンチの土層断面図は下記のとおりである。

IIIb 

＞
 

IX 

XIV 

第4図 4トレンチ土層断面 (1/40)
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第w章 旧石器時代の遺物

第 1節出土遺物

今回の調査で確認された遺物包含層は単層であり，旧石器時代細石刃文化期層と縄文時代早期層

とを明確に分層することが出来なかった。しかし，大量に出土した剥片の中で，頁岩は若干軟質な

ものが石鏃に用いられているものの縄文時代早期ではほとんど石材として用いられていないため，

旧石器時代細石刃文化期相当として分類した。なお，遺物の取り上げ方法は，一部平板を用いて取

り上げを行った遺物もあるが，ほとんどは調査期間の関係等から平板を使わずグリッドを 2.5mX

2.5mの小グリッドに区切り，小グリッド一括で取り上げている。

今回の調査では，細石刃核が17点，細石刃が6点，また石器製作に伴うと思われるブランク，剥

片等が多く出土している。中には，一つの母岩に復元できる細石刃核接合資料も出土している。遺

物の出土状況を見ると，大きく 3つのブロックに分けられる。 Aブロックは14~16を中心とする

ブロック， Bブロックは20~23を中心とするブロ ック， Cブロックは29,30を中心とするプロッ

クである。特に， BブロックのB21区は遺物が多く，細石刃核接合資料もほとんどがB21 b 4区

から出土している。頁岩製剥片の出土状況も遺物の出土状況とほぼ一致する。なお， 16~ 19区は

耕作等により包含層が残存せず調査できなかった。

(1)細石刃核接合資料について（第11~ 18図 1 ~ 25) 

1 ~25は細石刃を製作するための細石刃核及びブランクの接合資料である。これらはいずれも同

じ頁岩を母岩としている。復元できたことによりもとの原石は，縦約11cm, 横約9.6cm, 厚さ約5

cmの楕円形に近い円礫であると思われる（第 11図）。石材は，種子島で見られる硬質の珪質頁岩で

ある。今回，復元によって細石刃の製作工程が明確に分かる資料となった。複数の細石刃核が復元

によって同一母岩礫になったのは，九州において初めてである。それでは以下図にしたがい細石

刃核の工程をみてみよう。

最初に，比較的薄い剥片 1を剥離している（エ程 1)。この剥片は，その後2回剥離を行った痕跡

がある。細石刃の製作を目的としているようにみえるが，途中で破棄している。このため，本来の

目的は，次の過程に行くための打面形成とみた方がよさそうである。

次に，先ほどの剥離で得られた平坦面を打面にして比較的厚みのある剥片をとっている（エ程 2)。

この剥片は，その後主要剥離面を打面にして，まず礫皮面を 2回の剥離により取り除いている

(2, 3)。その後平坦面を打面にして4, 6, 8を連続してとりのぞいている。ここで，剥片は残存

していないが，反対側側面も平坦な打面から数回剥離を行い，船底型細石刃核を製作している。こ

の製作工程の途中で， 5が折れたと思われる。そのため残った 7を細石刃核プランクまで仕上げて

いるが，実際に細石刃を作るための剥離は行っていない。

次に，先ほどの厚い目的剥片を剥いだ平坦面を打面にして厚みのある剥片を連続して剥いでいる

（工程3, 4）。この剥いだ剥片はそれぞれ細石刃核の製作を目的として剥離されている。

工程3を見ると，比較的幅のある縦長剥片の主要剥離面から両側縁に複数回剥離を行い，船底型
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第9図 細石刃核出土状況 (1/700)
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細石刃核を作っている。工程2と同様礫皮面のついた 9, 12, 10, 11を順次剥ぎとっている。ま

た同様にして反対側の側面にも連続して整形剥離を施しているが，剥片は今回接合できていない。

細石刃の剥離は剥片の先端部分からのみ行われている。細石刃核の残存部分を見ると，剥片の形状

から約4cm程度は剥離されたと推定される。なお，残存している細石刃核の剥離された角度は90°

をこす角度になっており， ここで破棄したものと思われる。平坦な打面の中央部には側面からの剥

離が認められ，固定された痕跡の可能性もある。また整形された細石刃核の形状は，打面の長さが

比較的長くまた作業面の幅と高さを比較すると，作業面の長さは短く長い細石刃をとる形状は意図

されていない。

工程4は，比較的幅広で薄い剥片が素材となっている。平坦な主要剥離面を打面にして側面が荒

い剥離になり，船底型の細石刃核を形成している。この時の調整された剥片が14, 15である。また，

16については打面方向から剥離されている。完成された細石刃核は，先ほど同様打面の幅に比較し

て長さが長い。また，作業面は幅が広い割に高さが短いため，短い細石刃しかとれていないと思わ

れる。

次に，残っている比較的薄い剥片を剥離する（エ程5)。まず主要剥離面を打面にして18, 19の

礫皮面を連続して剥離する。その後20, 21を剥離する。

これらの剥離により比較的厚く幅のある縦長剥片が残る（工程6)。この剥片から細石刃核を作成

する際に生じた剥片は残存しないものもあるが， 22, 23, 24を含め何回か調整剥離を行っている。

こうして作成された25は，若干礫皮面の残存する部分もあるが，主要剥離面に複数回剥離を行って

おり，船底型細石刃核を呈している。

(2)その他の石器（第19~22図 26 ~ 56) 

26~39は細石刃核である。いずれも石材は，接合資料同様，種子島に見られる良質な珪質頁岩

である。円礫を素材とし，その一端を剥離した分割面（主要剥離面）を打面に設定し，石核調整を

打面側から行っている。そのため，作業面の正面観が概ねU字形を呈する。これらの細石刃核は細

石刃剥離作業に先立つ打面調整は全く施されていない。

26は円礫を分割後分割面を打面として設定し石核整形を行っている。底面には礫皮面が残存し

ている。剥離角は概ね90゚ で，正面観はU字形を呈する。 27は剥離面を打面として設定し石核調

整を行っている。やや大きめの剖離を行っているため，正面観はやや鋭利なU字形を呈する。 29の

細石刃核は，主要剥離面を打面として設定し，細石刃を何枚か剥離している。その後，細石刃を剥

離した面をさらに打面として設定し，石核調整を行ったのち再度細石刃を取るための作業面を作っ

ている。作業面の正面観は鋭角なU字形を呈し，剥離角はほぼ90゚ である。礫皮面は残っていない。

30は剥離面を打面に設定し，石核整形を打面側からと下縁部から，また側縁部から行っている。側

面に一部礫皮面が残存する。 32は円礫を分割後，分割面を打面として石核調整を行っている。その

ため，側面から底面にかけて礫皮面が残存している。作業面を見ると，縦長の細石刃を作ろうとし

たが作業面に節理があり長い細石刃は作れていない。 33は主要剥離面を打面として設定し，石核調

整を行っているが，側面及び作業面に節理面がみられ，細石刃はこの節理にかからないよう剥離さ
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第 17図細石刃核接合資料 (7)
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゜
10cm 

第 18図細石刃核接合資料 (8)

ている。剥離角はほぼ90゚ で，底面に一部礫皮面が残存する。 35も32と同様，円礫を分割後，分

割面を打面として石核調整を行っている。そのため，側面から底面にかけて礫皮面が残存している。

39は主要剥離面を打面として設定し，石核整形を打面側からと下縁部から行っている。底面及び側

面に礫皮面が残存する。

40~45は細石刃である。石材は細石刃核と同様娃質頁岩で，ほとんどが折断された状態で出土

した。 43は完形品， 40,41, 42, 44は頭部， 45は中間部である。使用痕と思われる微細剥離が

40には片面， 41には両側縁にみられる。

46は頁岩を石材とするスクレーパーの端部である。両側縁に連続的な二次加工を施し，刃部とし

ている。 47も同様にスクレーパーである。細石刃核に用いた珪質頁岩を石材としている。端部に連

続した二次加工を施し刃部としている。 48は細石刃核に伴うブランクである。主要剥離面を打面に

設定し調整を打面側から施しているが，途中で廃棄したと思われる。底面及び片側面に礫皮面が残

存する。 49, 50, 51は細石刃核の作業面再生剥片である。 49, 50は細石刃核同様，娃質頁岩を石

材としているが， 51は頁岩ではあるが色調が白っぽく，他の娃質頁岩とは異なる石材である。

52 ・ 53 ・ 54, 55 ・ 56はそれぞれ一つの母岩から剥離した接合資料である。接合資料2は，残

存していない剥片を剥離したあと， 53, 52の順で礫皮面を取り除いている。しかし，それ以上の調

整を行わずに廃棄している。接合資料3は円礫の平坦に近い面を打面にして何回か剥離調整を施し

たあと 55を剥離している。しかし同様にそれ以上の調整を行わず廃棄している。この母岩には表面

に被熱によると思われる剥落が見られる。
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第V章縄文時代の遺構・遺物

第 1節遺構

今回の調査で土坑5基，集石6基を検出した。前章で記述したように，今回の遺物包含層は単層

であり時代の判別は非常に困難であるが，遣構の検出されたレベル，遺構内から土器等の遺物が出

土していることなどから縄文時代の遺構とした。また，安山岩の剥片が多く出土しており， D29 ・ 

30区では特に集中して出土した。。こうした剥片は石器製作に伴うものであると思われる。

(1)土坑

1 1号土坑（第24図）

平面プランは不定形である。埋土は黒褐色粘質土に豆粒大の赤褐色粘質土が混入しており，炭化

物が少量ではあるが全体的に見られる。遺構内から出土する礫は被熱により破砕または赤化してい

る。

2 2号土坑（第25~27図 1 ~7) 

北側が一部攪乱により削平されているが，直径約 1.5mの円形プランで掘り込みは 15cmを測る。

埋土はやや固くしまり，黒灰色土と暗黄色土が斑状に散在し，炭化物とまれに赤褐色土粒も見られ

る。底面は水平で固くしまり，立ち上がりも勾配が大きい。こうした土坑の形状，大きさから竪穴

式住居跡の可能性も考えられるが，柱穴痕は確認されなかった。遺構内からは土器が数点出土した。

土器はほとんど桑ノ丸式土器で，器形はバケツ形を呈し，短い貝殻条痕文を横位あるいは斜位に施

している。 1は風化が著しいが，貝殻刺突文を鋸歯状に施している。 2, 6は口縁部， 7は胴部で

ある。 2, 6はいずれも口縁部内面が肥厚し，やや内湾している。 6は口縁部に短い突帯を貼り付

けている。調整は内外とも丁寧なミガキを施している。

3 3号土坑（第28図）

長径 1.7m, 短径1.4m, 深さ約 15cmで楕円形を呈する。埋土はW層と同色の茶褐色に淡黒色と

赤褐色の粒子が混じり，固くしまる。北側はやや急な立ち上がりを呈する。

4 4号土坑（第29図）

調査区の南壁にかかり形状の判別は出来ない。埋土は暗茶褐色土と赤褐色土が混入し，固くしま

る。立ち上がりは緩やかである。

5 5号土坑（第30図）

土坑の約半分は調査区外であるため形状の判別は出来ない。長径約 1.8m, 深さ 40cmで，断面は

すり鉢状で，西側がやや急な立ち上がりを呈す。埋土は上から順に皿a層， Illb層，皿c層がすり鉢

状に堆積している。
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a:茶褐色粘土質

黒褐色粘土質と赤褐色粘土質

の豆粒大プロックが多く混入

する。

b ：茶褐色粘土質

黒褐色粘土質と赤褐色粘土質

プロックが少量混入する。

第24図 1号土抗

(2)集石

1 1号集石（第31図）

約50個の砂岩礫により構成される。若干円礫も見られるが，大半は角礫である。礫はこぶし大の

大きさで，被熱による赤化や破砕が見られる。径約60cmの円形を呈し，深さ約5cmの掘り込みが見

られる。礫には被熱が見られるが，炭化物は確認されなかった。

2 2号集石（第32図）

砂岩角礫で構成され，礫が径約60cmの範囲に集中して検出された。この集中箇所を中心に東・

西・北側に小礫が散在する。礫は被熱しているが，炭化物は見られなかった。集石に伴う掘り込み

もない。

3 3号集石（第33・ 34図 9) 

中心部に礫がなく．径 lmの円周上に砂岩礫が組まれている。中心部の礫は使用の際取り除かれ

たと思われが．周辺に取り出したと思われる。礫は見られなかった。深さはほとんどないが，掘り

込みも見られる。また，数点炭化物も検出された。遺構内から土器が2点出土している。 8は底部

で．内面は剥落しているが．外面には丁寧なミガキが施されている。 9は貝殻条痕文を鋸歯状に施

した土器で．器面調整として内外面にミガキがみられるが外面は風化している。
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゜
10cm 

第27図 2号土抗出土遺物 (2)

4 4号集石（第35~37図 10, 58 ・ 59) 

約2.5mの範囲に礫が集中しているが，周辺にも5cm前後の小礫が広範囲に散在する。礫は小礫か

ら約20cmほどの礫まで多様であるが，集石中央部に残存する礫は比較的大きいものが使われている。

また，深さ約10cmの掘り込みがあり約50X 30cmの大型礫が敷かれている。この大型礫は，被熱に

よると思われる赤化・熱破砕が著しい。掘り込みの底部では炭化物が見られ，特に大型礫付近に集

中している。掘り込みの埋土は底面に近づくほど黒褐色が強くなっている。また，遺構内から土器

1点，石器2点出土している。 10は貝殻押引文を施した士器である。 58は敲石， 59は磨敲石であ

る。いずれも風化が著しく， 58は風化に伴う礫皮面の剥落も見られる。

5 5号集石（第38• 39図 61) 

約50cmの範囲で礫が集中しているが，東側は礫を取り除いていると思われる。約15cmの砂岩礫

で構成され，中央部にはやや大きめの礫を配置している。礫には被熱による破砕・ひび割れ・赤化

が見られるが，炭化物はほとんど検出されなかった。遺構内から磨敲石が1点出土している。
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6 6号集石（第40・ 41図）

暗黄橙色火山灰

第30図 5号土抗

lm 

ニコ⇒

約80cmの円形に礫は集中しているが，集中部の東側は円状に礫のない箇所があり，三日月型を呈

する。一部南方向に礫が散在していることから，空白箇所は使用の際に礫が取り除かれたと思われ

る。深さ約 10cmの掘り込みが見られ，埋土中には炭化物が確認される。全ての礫は砂岩で赤化・ひ

び割れが見られる。遺構内からは土器の小片，頁岩製剥片も出土している。
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第4表集石計測表

挿図
造構名 検出区

長さ 幅 深さ
共伴造物 備考

番号 (m) (m) (m) 

24 1号土坑 A8 0.81 0.87 0.20 被熱した礫を伴う
25 2号土坑 B14 1. 60 1. 70 0. 13 下剥峯式土器，桑ノ丸式土器
28 3号土坑 A・ B10 1. 40 1. 80 0. 20 
29 4号土坑 D29 0. 35 1. 10 0. 10 
30 5号土坑 D29 0.80 1. 90 0.40 

挿固
造構名 検出区

長さ 幅 深さ
共伴遺物 備考

番号 (m) (m) (m) 

31 1号集石 A・ B7 0. 56 0. 78 掘り込みあり
掘り込み 0.47 0.63 0.07 

32 2号集石 B9 3. 60 2. 50 
33 3号集石 A9 0.87 1. 00 士器底部，桑ノ丸式土器 掘り込みあり
掘り込み 0.81 0.81 0.04 

35 4号集石 C28 3. 20 3.20 掘り込みあり，底部に大型礫
掘り込み 1. 00 1. 20 0. 11 

36 5号集石 C27 0.62 0.90 磨敲石
39 6号集石 B21 1. 80 2.20 敲石 掘り込みあり
掘り込み 0. 74 0.81 0.05 

-47-



第2節出土遺物

(1) 土器

前章で記述したように今回の調査で確認された遺物包含層は単層であり，旧石器時代細石器文

化期層と縄文時代早期層とを明確に分層することが出来なかった。なお，遺物の取り上げ方法も

旧石器時代の遺物同様，一部平板を用いて取り上げを行った遺物もあるが，ほとんどは調査期間

の関係等から平板を使わずグリッドを2.5mX2.5mの小グリッドに区切り，小グリッド一括で

取り上げている。

土器は調査区全体をみると，調査区の中央部が多く出土する傾向にあるものの一様に出土して

いる。今回の調査で出土した土器は小片も含めると約600点を数え，アカホヤ火山灰下のWb

層から出土していることから縄文時代早期の土器と判断できる。土器は全体的に丁寧なミガキが

内外面に施されており，胎土に雲母を含む土器も見られる。土器は器形の判別できるものはすべ

て深鉢形土器で，器形・文様から 1類～ 7類と分類した。類に分類できなかった土器は8類とし

て一括して載せている。

1 1類土器（第41図 11~13) 

文様は，縦位の貝殻刺突文と斜位の貝殻条痕文とが施されている。器壁が非常に薄いが，焼成

も良好で精緻な土器片である。

2 2類土器（第41図 14 ~ 17) 

1類と比べて密接な貝殻刺突文を施すものである。 14は底部である。 15~17は胴部である

が， 15,17はやや外反するもののほぼ垂直な立ち上がりである。

3 3類土器（第41図 18~23) 

18~21は口縁部， 22, 23は胴部である。口縁部は外反し，口唇部に平坦部を有するもの，

有しないものがある。 18は，口縁部は外反し口唇部に平坦部を有する。口縁部には 3条横位の

貝殻刺突文がめぐり，その下にはクサビ形貼付文を 2段施している。残存する部分を見る限りこ

のクサビ形貼付文は上下段同じではなく上段は二つを逆ハの字に貼り付けたものと一つを直線状

に貼り付けたものとが交互に施されている。下段はこの上段のクサビ形貼付文に合わせて施され

ている。内外ミガキが施されているが，外面に一部貝殻条痕が見られる。 19は口縁部が外反し，

ロ唇部は平坦面を有する。 18がクサビ形貼付文を施していたのに対し 19は貝殻刺突文を密に施

すことでクサビ状を呈する文様となっている。 21は口縁部が肥厚し内湾する。口唇部も平坦面

を有しない。縦位に貝殻刺突文を施し，その下には貝殻押引文が見られる。胎土は粗いが内外面

ミガキが施されている。

4 4類土器（第41~45図 24,....,100) 

口縁部は直行あるいは内湾し，貝殻刺突文を文様として施している。 24~50は口縁部である。

口唇部は平坦面を有するものと有しないものとがあり，口縁部も貼付のあるもの，瘤状突起もあ
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るものなど文様が多様である。 24~31は口縁部下に瘤状突起を有する。 24は口縁部がやや内

湾し口唇部は平坦を呈する。口縁部下に 1条貼付があり，口唇部からこの貼付にかけて横位の貝

殻刺突文が何条も施されている。 27, 28は口縁部が直行し， 口唇部に平坦部を有する。口唇部

近くから縦長楕円形状の瘤状突起を有し，瘤状突起の長さに合わせて横位の貝殻刺突文をめぐら

せている。 30は口縁部が内湾し， 口唇部は平坦部を有する。横長楕円形状の瘤状突起を有し，

ロ唇部から瘤状突起にかけて横位の貝殻刺突文をめぐらせている。瘤状突起の下は斜位の貝殻刺

突文を組み合わせて鋸歯状の文様を連続的に施している。胴部の鋸歯状貝殻刺突文は先端部が口
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第46図 出土土器 (6)

縁部の横位にめぐらせる貝殻刺突文で切られているため，胴部に施文後口縁部に文様を施してい

る。 32は波状口縁部を呈し，口唇部には平坦部を有する。縦長楕円形状の瘤状突起を有し， こ

の瘤状突起に短い横位の貝殻刺突文が施されている。口唇部には波条口縁部に沿った斜位の貝殻

刺突文を，胴部には鋸歯状の貝殻刺突文が施されている。胴部の鋸歯状貝殻刺突文が一部口縁部

の貝殻刺突文を切っていることから，施文順序としては口縁部に文様を施した後，胴部の鋸歯状

貝殻刺突文を施したと思われる。 34は大きく内湾する器形を呈し，瘤状突起の位置で大きく湾

曲する。口唇部には一部ケズリによる平坦面が見られる。口縁部に沿って斜位の貝殻刺突文を鋸

歯状に施文し，その下には横長楕円形状の瘤状突起，横位の貝殻刺突文さらにその下には斜位の

貝殻刺突文を施していると思われる。口縁部の鋸歯状貝殻刺突文はその下の横位にめぐらせた貝

殻刺突文を切っているため，施文順序としては胴部から口縁部へと施文下と思われる。丁寧なミ

ガキによる調整が内外面に見られる。 43,47は口縁部が内湾し口唇部に平坦面を有する。 43は

波状口縁部であると思われる。口縁部下に縦位の短い貝殻条痕文を施し，その下には斜位の貝殻

刺突文による鋸歯状の文様が見られる。 48は口縁部が内湾し， 口唇部は平坦部を有しない。器
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壁も厚く砂粒や石英粒を多く含み胎土は粗い。貝殻腹縁を用いて波状の文様を斜位あるいは縦位

に施している。 49は小形の土器で口縁部から頸部にかけての部位である。内外面丁寧なミガキ

調整で，貝殻刺突による縦位の波形文が施されている。 51~93は胴部である。斜位の貝殻刺突

文を鋸歯状に施した文様が多く見られる。 85~87は鋸歯状の短い貝殻刺突文を連続して施して

いる。 94~100は底部あるいは底部近くである。いずれも横位あるいは斜位に鋸歯状の貝殻刺

突文が施されている。

5 5類土器（第45図 101 "-106) 

横位の貝殻刺突文と横位の条痕文とを組み合わせているものである。口縁部は直行し，内外面

とも丁寧なミガキが見られる。 104"-106は胴部であるが，口縁部同様，横位の貝殻刺突文と

横位の条痕文とを文様として施している。 104は砂粒を多く含み胎土が粗い。

6 6類土器（第46~48図 106~141) 

ロ縁部は直行ないし内湾する。器壁は厚く，器形はバケツ形を呈するものが多い。 107は口縁

部である。横長楕円形状の瘤状突起を有する。この瘤状突起から口唇部にかけては縦位の短い貝

殻条痕文が見られるが，概ね左上がりに施文されている。内外面とも丁寧なミガキが施されてい

る。 108, 109は底部である。 108は外反する器形を呈し，鋸歯状の貝殻条痕文を施している。

109は器壁が厚く内湾する器形を呈し，底部近くは貝殻刺突文を横位に施し，胴部には下から上

ヘ短い貝殻条痕文を施している。砂粒を多く含み胎土は粗い。 108, 109のいずれも内外面丁寧

なミガキ調整が施されている。 110~ 139までは胴部である。 110~116までは横位の短い貝

殻条痕文を， 117~128までは鋸歯状の貝殻条痕文ないし流水文を， 129~ 139までは貝殻状

の施文具で櫛画状の沈線文を施している。特に櫛画状沈線文を施すタイプは器壁も厚<,また土

器の色調も淡黄色のものが多く見られ内面のミガキは精緻であり，他の 6類土器とは異なる特徴

を有する。 140は口縁部で，内湾し口唇部は平坦面を有する。口縁部には横位の刺突文を6条程

施している。その下には横位の貝殻条痕文をめぐらせ，さらにその下に格子状の文様が施されて

いる。格子状の貝殻条痕文は左上がりの条痕文を右上がりの条痕文が切っているため，左上がり，

右上がりの順に施している。また，横位にめぐらせている貝殻条痕文は下の格子状貝殻条痕文に

も上の刺突文にも切られている。 141も同様に格子状の貝殻条痕文が施されているが，右上がり

の条痕文，左上がりの条痕文の順に施文している。胎土はやや粗いが内外面ミガキ調整が見られ

る。

7 7類土器（第48図 142, 143) 

142は波状口縁で外反し，波頂部下に瘤状突起を有し口唇部にも刻目が施されている。口唇部

以下も波状口縁の形状に合わせて刻目突帯がめぐらされている。 143は胴部であるが，瘤状突起

を有し貝殻条痕文を斜位に施している。この瘤状突起は先端部分を棒状工具で押圧しており， ＜ 

ぼんでいる。胎土は雲母を含みやや粗いが，内外面ミガキ調整が施されている。
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8 8類土器（第49図 144,....., 153) 

上記いずれの分類にも当てはまらない土器をまとめている。 144は口縁部が直行し， 口唇部は

平坦部を有する。胎土は粗く，貝殻押引文が施されている。 145は口縁部が直行し，口唇部は丸

みを帯びている。胎土は粗く縦位の貝殻刺突文が施されている。 149は胴部である。表面の風化

が著しく文様の判別が困難であるが，若干先端の尖ったエ具による櫛画状の沈線文が見られる。

胎土も 1~3mm程度の小礫を含み粗いが，壁面の残存する部分にはミガキ調整が施されている。

153は胴部であるが，平たいエ具で直線的な沈線文を横位あるいは縦位に施している。内外面精

緻なミガキが施されている。

(2)石器

石器の出土状況もやや調査区中央部に多く出土する傾向が見られるが，一様に出土していると

いえる。今回の調査では石器製作に伴う剥片が出土しているが，頁岩が概ね旧石器時代の石材と

して使用されるのに対し安山岩は縄文時代の石材として用いられる。そのため今回出土した安山

岩剥片は縄文時代早期の遺物として分類した。安山岩剥片の出土状況を見ると， 15区， 21.22

区でも数点出土しているが，ほとんどはD29 ・ 30区に集中している。 D29 ・ 30区の出土状

況を見ると，剥片の集中している部分があり，その周辺からは石器再生剥片や石鏃等も出土して

いるため、おそらく石器の製作場であったと考えられる。なお，頁岩は概ね旧石器時代の遺物と

分類したが， D29, 30区から出土した頁岩剥片はレベルや出土位置がほとんど安山岩と類似し

ていること，周辺から頁岩製の磨製石鏃が出土していること、旧石器時代に用いられている頁岩

と若干石材が異なるなどから縄文時代の遺物と判断した。

1 石鏃・石斧．礫器等（第53~55図 60 ~ 81) 

60~63は打製石鏃、 64~66は磨製石鏃である。 60は基部及び側片部に挟りを入れ，脚部

を強調した整形をしている。 63は基部にほとんど挟りが見られず、二等辺三角形を呈する。 70

は二次加工が見られることから石鏃の未製品と思われる。 67は石鏃の製作に伴う石核である。

周囲から球心状に剥離が行われ、連続した剥離により階段状の剥離が見られる。石材は，肉眼的

に判断すると，多久のサヌカイトに極めて近いと思われる。この石材は横峯C遺跡で石材として

用いられており、縄文早期の段階で持込が確認されている。 68~71までは石鏃の製作過程の剥

片製作に伴う作業面再生剥片あるいは調整剥片である。 72~73は磨製石斧である。 72,74は軟

質の頁岩を使用しており、風化が著しく ，一部磨面が残存するのみである。 72は基部から刃部

までほぼ同一の幅でバチ形を呈する。 74は基部の幅が小さく刃部の幅が大きい台形を呈する。

75は石材が軟質で風化が著しく調整痕が明確ではないが、石斧未製品と思われる。 76は剥離が

見られるが石器として使用した痕はなく，おそらく石斧製作途中で放棄し，敲石として転用した

と思われる。 77は自然礫皮面を持つ扁平な礫を使用し、両端からの剥離が認められる。石質的

には軟質のため石核に使用したとは考えにくく、クサビ形石器の可能性が高い。 78~81は礫器

である。 78は楕円形の円礫を使用し、長軸の一端から連続して剥離を施し刃部としている。 79

は片面に石皿の磨面が見られるが、剥離面に微細な剥離痕が見られ、礫器として使用された可能

性がある。 81は同一方向から連続して剥離を施し，刃部を整形している。
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2 磨石・敲石・石皿（第55~68図 82 ~ 176) 

磨石・敲石については次のように細分類した。

I類：磨面のあるもの

I一①：磨面が片面のもの

I一②：磨面が両面のもの

II類：敲きのあるもの

II一①：平面に敲きのあるもの

II一② ：平面・側面に敲きのあるもの

II一③ ：側面に敲きのあるもの

II一④ ：整形のみられるもの

Ill類：磨面・敲きのあるもの

Ill一① ：削痕のあるもの

Ill一② ：平面に敲きのあるもの

Ill一③ ：平面・側面に磨り・敲きのあるもの（外周する）

Ill一④ ：平面・側面に磨り・敲きのあるもの（外周しない）

Ill一⑤ ：整形のみられるもの

w類：敲き痕．敲きによる凹みのあるもの

w一① ：平面・側面に磨り・敲きのあるもの（外周する）

w―② ：平面・側面に磨り・敲きのあるもの（外周しない）

w一③ ：整形のみられるもの

V類：磨面・敲き痕．敲きによる凹みのあるもの

V一① ：平面・側面に磨り・敲きがあり凹みが平面にあるもの

V一② ：平面・側面に磨り・敲きがあり凹みが側面にあるもの

V一③ ：整形のみられるもの

82~88はI類；磨石で，いずれも砂岩を石材とする。 82~85は円礫を， 86, 87は角礫を

用いている。 88は平面及び側面に磨面が見られるが，片側の端部に連続した剥離が施されてお

り，磨石として使用後礫器として使用した可能性もある。

89 ~ 109まではII類；敲石である。 91, 92は石英斑岩，それ以外は砂岩を石材とする。 96

は側面に剥離が見られるが，風化が著しく端部が欠損した痕であると思われる。 97も剥離痕が

見られるが使用に伴う剥離か判別できない。 108は平面部が礫皮面であるのに対し側面部はすべ

て礫皮面ではない。側面に敲き痕は明確ではないが，使用しやすい大きさに整形した可能性も考

えられる。 109も敲き面は礫皮面であるが裏面は礫皮面ではなく，また側縁部に細かい剥離が見

られるため整形している可能性がある。

110~ 143はm類；磨敲石である。 112, 113, 117, 118は石英斑岩，それ以外は砂岩を石

材とする。 110, 111は側面に一部削痕が見られる。 137は平面に磨面と敲きが，側縁部に敲き

が見られる。平面部の敲きが側面に及んでいないことより石皿を転用し敲石として使用したと思
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第68図 出土石器 (16)

われる。 138は同方向から施した整形に伴うと思われる剥離痕が見られる。 140, 141は裏面が

礫皮面ではない。再分類では⑤類に判別したが，剥落した石皿の破片を敲石として転用した可能

性もある。 143は平面に磨面・敲きが，側面には敲きが外周しており，形状としては正方形を呈

する。

144 ~ 150はIV類；敲凹石で砂岩を石材とする。いずれも平面部に凹みが見られる。 150は

両端部に大きめの剥離が見られ，多角形を呈する。

151 ~ 161はV類；磨敲凹石である。 151は石英斑岩，それ以外は砂岩を石材とする。 158は

被熱による赤化が見られ，風化も著しい。 161は側面部が若干残存する部分もあるがほとんど礫

皮面が見られない。小形に整形した可能性も考えれる。

162~176は石皿である。 162, 163は削痕を伴う石皿である。特に 162は3面にわたり精緻

な磨り痕が見られる。 172~ 176は整形痕と思われる剥離の見られる石皿である。 172は側縁

部に剥離痕が見られる。 173は断面が弧状を描く礫を使用しており，側縁部に若干剥離が認めら

れる。使用面中央部には凹みも見られる。 174は敲き痕を剥離痕が切っていることから，

して使用したあと同方向から剥離を施したと思われる。整形後の用途は不明である。

石皿と

-80-



第5表土器観察表 (1)
挿図 遺物

区 1小区 府分類 器種
胎 土 色 詞 屈整

文様 偽 考
番号 番号 石英長石匹母 :,.: 砂i史 外面 内面 外面 内 II•II

26 1 2号土坑 4類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
橙 にぶい褐色 ナデ ナデ・ミガキ 貝殻刺突文

26 2 2号土坑 6類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
明赤Ill 橙 ミガキ ミガキ 貝殻条痕文

26 3 2号土坑 6類 深鉢

゜゚ ゜
明赤褐 橙 ミガキ ミガキ 貝殻条痕文

26 4 2号土坑 6類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
にぶい楼 灰褐 ミガキ ミガキ 貝殻条痕文

26 5 2号土坑 6類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
黒色 控 ミガキ ミガキ 貝殻条痕文

27 6 2号土坑 6類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
楼 楼 ミガキ ミガキ 貝殻条痕文

27 7 2号土坑 6類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
明赤褐 橙 ミガキ ミガキ 貝殻条痕文

34 8 3号集石 深鉢

゜゚ ゜ ゜
橙 明焚褐 ミガキ

34 ， 3号集石 6類 深鉢

゜゚
。
゜
にぶい橙 にぶい橙 ミガキ ミガキ 貝殻条痕文

38 10 6号集石 3烈 深鉢 0 0 

゜
0 にぶい費橙 灰黄褐 ナデ ミガキ 貝汝押引文

41 11 B4 c3 wb 1類 深鉢

゜゚ ゜
0 にぶい焚桟 にぷい焚橙 ナデ ナデ 貝殻条痕文．貝殻刺突文

41 12 AB c1 Nb 1類 深鉢

゜゚ ゜゚
淡焚 淡黄 ナデ ナデ 貝殻条痕文貝穀刺突文

41 13 B4 C4 Nb 1類 深鉢

゜゚ ゜
0 にぶい焚橙 にぷい黄橙 ナデ ナデ 貝殻条痕文．貝殻刺突文

41 14 B13 b2 Wb 2類 深鉢

゜゚ ゜゚
浅費楼 浅黄橙 ナデ ナデ 貝殻刺突文

41 15 A14 d1 Wb 2類 深鉢 。
゜゚ ゜

浅黄橙 浅黄橙 ナデ ミガキ 貝殻刺突文

41 16 B8 a3 IVb 2烈 深鉢 0 

゜ ゜゚
浅焚橙 浅黄橙 ナデ ミガキ 貝殻刺突文

41 17 B21 b3 !Vb 2類 床鉢

゜゚ ゜゚
浅黄楼 浅黄橙 ミガキ ミガキ 貝殻刺突文

41 18 B21 b3 Wb 3類 深鉢

゜゚ ゜゚
浅黄橙 浅黄柱 ミガキ ミガキ 貝殻刺突文クサピ形貼付文

41 19 816 bl IVb 3類 深鉢

゜゚ ゜゚
浅黄橙 浅黄橙 ミガキ ミガキ 貝殻刺突文

41 20 C23 b2 Wb 3類 深鉢

゜゚ ゜゚
浅焚橙 浅黄橙 ミガキ ミガキ 貝殻刺突文．クサビ形貼付文

41 21 A9 dl IVb 3類 深鉢

゜゚ ゜゚
黄灰 灰黄 ミガキ ミガキ 貝殻刺突文．貝殻押引文

41 22 AB d4 Nb 3類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
灰焚 焚灰 ミガキ ミガキ 貝姓押引文

41 23 A15 d2 Nb 3類 衣鉢

゜゚ ゜゚
浅黄楼 浅黄拉 ミガキ ミガキ 貝殻押引文

41 24 611 cl Nb 4類 深鉢

゜゚ ゜゚
祖 にぶい橙 ミガキ ミガキ 貝殻刺突文．搭状突起

41 25 A15 c3 IVb 4類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
浅黄橙 にぷい黄橙 ミガキ ミガキ 貝殻条痕文． 倍状突起

41 16 A12 d4 11/b 4類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
楼 明赤褐 ミガキ ミガキ 貝殻刺突文．臼状突起

42 27 B14 a2 !Vb 4類 深鉢

゜゚
0 

゜
にぷい橙 にぶい橙 ミガキ ミガキ 貝殻刺突文， 臼状突起

42 28 A12 d3 Nb 4類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
楼 にぶい褐 ミガキ ミガキ 貝殻刺突文倍状突起

42 29 812 cl !Vb 4類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
にぷい褐 にぷい褐 ミガキ ミガキ 貝殻刺突文

42 30 D28 a2 IVb 4類 深鉢

゜゚ ゜゚
橙 橙 ナデ ナデ 貝殻条痕文 摺状突起

42 31 815 d1 !Vb 4類 深鉢

゜゚ ゜゚
浅黄橙 橙 ミガキ ミガキ 貝殻条痕文．疱状突起

42 32 815 d2 Wb 4類 深鉢

゜゚ ゜゚
楼 橙 ナデ ナデ、ミガキ 貝殻条痕文．臼状突起

42 33 821 C4 Nb 4類 床鉢

゜゚ ゜゚
黒 褐灰 ミガキ ミガキ 貝殻刺突文

42 34 A14 e1 !Vb 4類 床鉢

゜゚ ゜゚
橙 浅黄楼 ナデ ナデ、ミガキ 貝殻刺突文

42 35 B11 a1 !Vb 4類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
浅黄楼 にぷい黄格 ナデ ミガキ 貝殻刺突文

42 36 C27 d4 IVb 4類 深鉢

゜゚
。
゜

明黄褐 明黄褐 ミガキ ミガキ 貝殻刺突文

42 37 820 a3 !Vb 4類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
橙 橙 ミガキ ミガキ 貝殻刺突文

42 38 A13 C4 !Vb 4類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
祖 にぷい橙 ミガキ ミガキ 貝殻刺突文

42 39 A7 dJ !Vb 4類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
灰黄褐 灰黄褐 ミガキ ミガキ 貝殻刺突文

42 40 A14 cl IVb 4類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
橙 橙 ナデ ミガキ 貝殻剌突文

42 41 A13 d4 IVb 4類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
橙 にぶい橙 ナデ ミガキ 貝殻刺突文

42 42 B22 d1 Nb 4類 深鉢

゜゚ ゜
灰褐 にぷい控 ナデ ミガキ 貝殻刺突文

42 43 815 d2 !Vb 4類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
にぶいほ にぶい橙 ミガキ ミガキ 貝殻条痕文．貝殻刺突文 補修孔あり

42 44 811 d4 'Nb 4類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
明赤18 明赤褐 ミガキ ミガキ 貝殻刺突文

42 45 811 c3 !Vb 4類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
赤褐 明赤褐 ナデ ミガキ 貝殻刺突文

42 46 A12 d1 IVb 4類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
黄橙 にぶい黄橙 ミガキ ミガキ 貝殻刺突文

43 47 B15 d1 IVb 4類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
橙 にぷい黄橙 ミガキ ミガキ 貝殻条痕文，貝殻刺突文

43 48 A14 c3. d3 Nb 4類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
浅黄橙 浅黄橙 ミガキ ミガキ 貝殻刺突文 接合あり

43 49 C27 d4 Wb 4類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
にぷい黄橙 にぷい黄橙 ミガキ ミガキ 貝殻刺突文

43 50 A15 b1 Wb 4類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
橙 にぶい橙 ミガキ ミガキ 貝殻刺突文

43 51 B14 b1 IVb 4類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
楼 橙 ミガキ ミガキ 貝殻刺突文租状突起

43 52 A14 d3 Wb 4類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
浅黄橙 浅黄橙 ミガキ ミガキ 貝殻刺突文

43 53 815 d2 Nb 4類 深鉢

゜゚ ゜
。 灰黄 灰黄 ミガキ ミガキ 貝殻刺突文

43 54 AIJ d4 Nb 4類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
明赤褐 にぶい楼 ミガキ 貝殻刺突文

43 55 B11 c1 Wb 4類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
楼 褐灰 ミガキ ミガキ 貝殻刺突文

43 56 A13 d3 !Vb 4類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
明赤褐 にぷい橙 ミガキ ミガキ 貝殻刺突文

43 57 A13 cl IVb 4類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
にぶい赤褐 にぶい橙 ミガキ ミガキ 貝殻刺突文

43 58 B11 c2 Nb 4類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
にぶい橙 にぷい赤褐 ミガキ ミガキ 貝殻刺突文

43 59 A13 d2、d3 !Vb 4類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
橙 にぷい橙 ミガキ ミガキ 貝殻刺突文 接合あり

43 60 A9 d2 !Vb 4類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
楼 にぶい黄橙 ミガキ ミガキ 貝殻刺突文

43 61 B15 d2 Wb 4類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
灰黄褐 灰黄褐 ミガキ ミガキ 貝殻条痕文，貝殻刺突文

43 62 B15 d2 IVb 4類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
にぷい費橙 にぶい黄橙 ミガキ ミガキ 貝殻刺突文

43 63 815 d2 !Vb 4類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
にぶい黄橙 にぷい黄橙 ミガキ ミガキ 貝殻刺突文

43 64 815 d2、d4 !Vb 4類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
赤褐 にぶい橙 ミガキ ミガキ 貝殻刺突文 接合あり

43 65 C23 b2 Nb 4類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
浅黄橙 橙 ミガキ ミガキ 貝殻刺突文

43 66 815 dl Nb 4類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
橙 橙 ミガキ ミガキ 貝殻刺突文

43 67 B12 a2 !Vb 4類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
橙 にぶい橙 ミガキ ミガキ 貝殻刺突文

44 68 B15 d2 IVb 4類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
楼 橙 ミガキ ミガキ 貝殻刺突文

44 69 B15 d2 l'lb 4類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
棧 にぶい橙 ミガキ ミガキ 貝殻刺突文

44 70 D27 b4 W'b 4類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
浅費橙 にぶい橙 ミガキ ミガキ 貝殻刺突文

44 71 B15 d2 !Vb 4類 深鉢

゜゚ ゜゚
橙 橙 ミガキ ミガキ 貝殻刺突文

44 72 B15 c3 Wb 4類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
賣灰 にぷい橙 ミガキ ミガキ 貝殻刺突文

44 73 815 d2 IVb 4類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
橙 橙 ミガキ ミガキ 貝殻剌突文

44 74 B12 b2 Nb 4類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
橙 にぷい橙 ミガキ ミガキ 貝殻刺突文

44 75 B15 d3 !Vb 4類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
黄灰 にぶい黄橙 ミガキ ミガキ 貝殻刺突文

44 76 A12 d3 Nb 4類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
橙 褐灰 ミガキ ミガキ 貝殻刺突文

44 

” 
B15 d4 Wb 4類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
にぶい橙 にぶい橙 ミガキ ミガキ 貝殻刺突文

44 78 A14 c1 Wb 4類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
浅費楼 にぶい橙 ミガキ ミガキ 貝殻剌突文
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第 6表土器観察表 (2)
挿図 il'l物

区 小区 屈 分類 器種
胎土 色 註l 謡整

文様 侭 考
工u石r•でC3 番号 石英長石雲母竺竺砂珪 外面 内面 外面 内血

44 79 A14 c1 'Nb 4類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
浅黄楼 浅黄橙 ミガキ ミガキ 貝殻刺突文

44 80 A12 d2 Nb 4類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
にぶい橙 にぶい橙 ミガキ ミガキ 貝殻刺突文

44 81 814 a2 !Vb 4類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
浅焚橙 にぷい黄橙 ミガキ ミガキ 貝殻刺突文

44 82 B11 b4 !Vb 4類 深鉢

゜゚ ゜゚
橙 黄橙 ミガキ ミガキ 貝殻刺突文

44 83 B15 b3 !Vb 4類 深鉢

゜゚ ゜
0 にぷい黄橙 にぷい黄橙 ミガキ ミガキ 貝殻刺突文

44 84 B14 c3 !Vb 4類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
楼 楼 ミガキ ミガキ 貝殻刺突文

44 85 B21 a2 IVb 4類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
橙 にぶい黄橙 ミガキ ミガキ 貝殻刺突文

44 86 B21 a2 !Vb 4類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
橙 にぶい黄橙 ミガキ ミガキ 貝殻刺突文

44 87 B21 b3 Wb 4類 深鉢

゜゚ ゜゚
黄灰 褐灰 ミガキ ミガキ 貝殻刺突文

44 88 C26 a4 IVb 4類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
黄楼 にぶい橙 ナデ ミガキ 貝殻刺突文

44 89 C27 di Wb 4類 深鉢

゜゚ ゜゚
黄橙 にぷい黄橙 ミガキ ミガキ 貝殻剌突文

44 90 B10 c2 Nb 4類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
控 格 ミガキ ミガキ 貝殻刺突文

44 91 D28 a2 !Vb 4類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
橙 浅黄橙 ミガキ ミガキ 貝殻刺突文

45 92 B21 c2 Nb 4類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
橙 浅黄橙 ミガキ ミガキ 貝殻刺突文

45 93 B11 a3 !Vb 4類 深鉢

゜゚
0 

゜
橙 にぷい黄橙 ミガキ ミガキ 貝殻刺突文

45 94 A14 c2 Nb 4類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
橙 橙 ミガキ ミガキ 貝殻刺突文

45 95 820 b4 !Vb 4類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
明赤褐 楼 ナデ ミガキ 貝殻刺突文

45 96 A14 c1 Nb 4類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
浅黄楼 にぶい黄橙 ミガキ ミガキ 貝殻刺突文

45 97 B20 b4 !Vb 4類 深鉢 。
゜゚ ゜

橙 橙 ミガキ ミガキ 貝殻刺突文

45 98 B20 b4 IVb 4類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
浅黄楼 浅黄控 ミガキ ミガキ 貝殻刺突文

45 99 B21 b2 IVb 4類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
橙 にぶい黄橙 ミガキ ナデ 貝殻刺突文

45 100 B11 a3 Nb 4類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
橙 格 ミガキ ミガキ 貝殻刺突文

45 101 C23 b2 IVb 4類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
楼 明赤褐 ミガキ ミガキ 貝殻条痕文．貝殻刺突文

45 102 C23 bl Nb 5類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
橙 にぶい橙 ミガキ ミガキ 貝殻条痕文貝殻刺突文

45 103 B10 c3 Nb 5類 深鉢

゜゚ ゜゚
橙 にぷい黄褐 ミガキ ミガキ 貝殻条痕文，貝殻刺突文

45 104 821 a1 !Vb 5類 深鉢

゜゚ ゜゚
控' 明赤褐 ミガキ ミガキ 貝殻条痕文，貝殻刺突文

45 105 810 c3 !Vb 5類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
楼 にぶい褐 ミガキ ミガキ 貝殻条痕文，貝殻刺突文

45 106 B21 d3 Wb 6類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
明赤褐 明赤褐 ミガキ ミガキ 貝殻条痕文．貝殻刺突文

46 107 B13 a2 Wb 6頚 深鉢

゜゚ ゜ ゜
明赤褐 にぶい楼 ミガキ ミガキ 貝殻条痕文 疱状突起

46 108 A10 c2 Wb 6烈 深鉢

゜゚ ゜ ゜
橙 橙 ミガキ ミガキ 貝殻条痕文

46 109 B12 a4 Nb 6類 深鉢

゜゚ ゜゚
明赤褐 楼 ミガキ ミガキ 貝殻条痕文．貝殻刺突文

46 110 B14 C4 Nb 6類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
橙 捨 ミガキ ミガキ 貝殻条痕文

46 111 B14 d4 !¥Tb 6類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
明赤褐 橙 ミガキ ミガキ 貝殻条痕文

46 112 814 C4 Nb 6類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
明赤褐 控 ミガキ ミガキ 貝殻条痕文

46 113 814 C4 !Vb 6類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
灰黄褐 橙 ミガキ ミガキ 貝殻条痕文

46 114 B13 a2 !Vb 6類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
柊 橙 ミガキ ミガキ 貝殻条痕文

47 115 A14 cl Nb 6類 深鉢 。
゜゚ ゜

楼 橙 ミガキ ミガキ 貝殻条痕文

47 116 B12 d3 IVb 6類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
明赤褐 橙 ナデ ミガキ 貝殻条痕文

47 117 B12 cl Wb 6類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
橙 にぷい橙 ミガキ ミガキ 貝殻条痕文

47 118 B12 c1 !Vb 6類 深鉢

゜゚ ゜
。にぶい褐 にぷい褐 ミガキ ミガキ 貝殻条痕文． 摺状突起

47 119 B12 a3 Nb 6類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
柊 にぷい橙 ミガキ ミガキ 貝殻条痕文

47 120 B15 d4 Nb 6類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
明黄褐 橙 ミガキ ミガキ 貝殻条痕文

47 121 AlO c2 !Vb 6類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
橙 にぶい黄橙 ミガキ ミガキ 貝殻条痕文

47 122 B12 C4 IVb 6類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
楼 にぶい赤褐 ミガキ ミガキ 貝殻条痕文

47 123 AlO d2 Nb 6類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
控 にぷい楼 ミガキ ミガキ 貝殻条痕文

47 124 B15 bJ Wb 6類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
にぶい橙 にぷい格 ミガキ ミガキ 貝佐条痕文

47 125 A10 c3 !Vb 6類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
橙 橙 ミガキ ミガキ 貝殻条痕文

47 126 A7 C4 Nb 6類 深鉢

゜゚ ゜゚
楼 にぷい橙 ミガキ ミガキ 貝殻条痕文

47 127 A10 d2 !Vb 6類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
橙 にぷい格 ミガキ ミガキ 貝殻条痕文

47 128 B12 c1 IVb 6類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
にぷい橙 にぷい橙 ミガキ ミガキ 貝殻条痕文

47 129 B15 b3 IVb 6類 深鉢

゜゚
0 

゜
淡黄 淡黄 ミガキ ミガキ 貝殻条痕文

47 130 815 c2 Wb 6類 深鉢

゜゚ ゜゚
浅黄橙 浅黄控 ミガキ ミガキ 貝殻条痕文

47 131 815 c2 Wb 6類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
灰白 淡焚 ミガキ ミガキ 貝殻条痕文

47 131 B15 a3 Nb 6類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
灰白 灰黄 ミガキ ミガキ 貝殻条痕文

47 133 B15 b3 IVb 6類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
淡黄 淡黄 ミガキ ミガキ 貝殻条痕文

47 134 B13 a3 Wb 6類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
灰白 灰黄 ミガキ ミガキ 貝殻条痕文

47 135 B14 b2 Nb 6類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
淡黄 淡黄 ミガキ ミガキ 貝殻条痕文

48 136 815 b3 Wb 6類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
浅黄橙 浅黄控 ミガキ ミガキ 貝殻条痕文

48 137 A14 d2 Nb 6類 深鉢

゜
。
゜ ゜

灰黄 浅黄楼 ミガキ ミガキ 貝殻条痕文

48 138 B14 b2 !Vb 6類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
灰黄 淡黄 ミガキ ミガキ 貝殻条痕文

48 139 B14 cl Wb 6類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
灰白 灰黄 ミガキ ミガキ 貝殻条痕文

48 140 B14 C4 Wb 6類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
明黄褐 にぷい橙 ミガキ ミガキ 貝殻条痕文刺突文

48 141 813 b4 Wb 6類 深鉢

゜゚ ゜゚
橙 にぷい褐 ミガキ ミガキ 貝殻条痕文

48 142 A15 c3 Wb 7類 深鉢

゜゚ ゜゚
にぷい黄棧 にぶい黄橙 ナデ ミガキ 臼状突起．刻目突；；；

48 143 B20 b3 IVb )類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
黄灰 黄灰 ミガキ ミガキ 貝殻条痕文． 搭状突起

49 144 B21 bl Wb 8類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
黒 灰黄褐 ミガキ ミガキ 貝殻押引文

49 145 B24 d1 Wb 8類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
灰赤 赤 ミガキ ミガキ 貝殻刺突文

49 146 BB b2 w’b 8類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
褐灰 褐灰 ミガキ ミガキ ー

49 147 Al2 C4 Wb 8類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
橙 灰褐 ナデ ミガキ 貝殻条痕文

49 148 B22 d4 Nb 8類 深鉢

゜゚ ゜゚
にぷい黄楼 褐灰 ミガキ ミガキ ー

49 149 D28 a3 !Vb 8類 深鉢

゜゚ ゜゚
赤 橙 ミガキ ミガキ 沈繰文

49 150 F32 d4 Wb 8類 深鉢

゜゚ ゜゚
橙 にぶい橙 ミガキ ナデ．ミガキー

49 151 C23 b2 !Vb 8類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
赤褐 橙 ミガキ ミガキ 貝殻刺突文

49 152 C23 b4 Wb 8類 深鉢

゜゚ ゜゚
赤褐 赤褐 ミガキ ミガキ 貝殻刺突文

49 153 A10 c3 Wb 8類 深鉢

゜゚ ゜ ゜
にぶい橙 にぶい赤褐 ミガキ ミガキ 沈絵文
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第7表石器観察表 (1)

挿来上図 辿来三物 区 小区 陪 器種 衰(r.me) (幅mm) 淳(cmさ) 
里互 石材 備考
(kg) 

12 1 B21 b4 lVb 剥片 7.25 4.80 2.70 0.064 頁岩 接合資料12次加工あり

13 2 B21 b4 nrb 剥片 5.10 3.50 1.55 0.023 頁岩 接合資料1

13 3 B21 b4 IVb 剥片 4.80 3.50 1.50 0.018 頁岩 接合資料1

13 4 B21 b4 Nb 剥片 2.80 3.25 1.05 0.006 頁岩 接合資料1

1 3 5 B21 b4 Nb ブランク 4.30 4.20 2.60 0039 頁岩 接合資料1

13 6 B21 b4 IVb 剥片 1 70 1.10 0.40 0.001 頁岩 接合資料1

13 7 B21 b4 IVb ブランク 5.10 2.90 3.20 0.043 頁岩 接合資料1

13 8 B21 b4 Nb 剥片 3.60 2.45 0.80 0.005 頁岩 接合資料1

14 ， B21 a3 Nb 剥片 3.55 2.60 085 0.008 頁岩 接合資料1

14 10 B21 b4 IVb 剥片 2.20 2.80 0.80 0.003 頁岩 接合資料1

14 1 1 B21 b4 Nb 剥片 2.20 2.00 0.30 0.001 頁岩 接合資料1

14 12 B21 b4 Nb 剥片 3.80 2.90 1.05 0009 頁岩 接合資料1

15 13 B21 b4 Nb 細石刃核 5.70 2.90 2.40 0.036 頁岩 接合資料1船野型

15 14 B21 b4 IVb 剥片 3.90 2.00 0.80 0.003 頁岩 接合資料1

15 15 B21 b4 IVb 剥片 1.90 2.40 0.70 0.002 頁岩 接合資料1

15 16 B21 b4 nrb 剥片 1.70 2.00 0 50 0.001 頁岩 接合資料1

15 17 巳21 b4 IVb 細石刃核 6.20 1.90 2.80 0.036 頁岩 接合資料1船野型

16 18 B21 b4 IVb 剥片 6.25 5.10 1.30 0.038 頁岩 接合資料1

16 19 B21 b4 IVb 剥片 5.85 3.40 1.60 0.017 頁岩 接合資料1

1 6 20 B21 b4 Nb 剥片 4.60 2.65 1.70 頁岩 接合資料1

16 21 B21 b4 IVb 剥片 5.00 4 90 1.60 頁岩 接合資料1

17 22 B21 b4 IVb 剥片 4.80 3.85 1.30 0.014 頁岩 接合資料1

17 23 B21 b4 Nb 剥片 2.50 1.50 0.40 0.001 頁岩 接合資料1

17 24 B21 b4 Wb 剥片 3.90 3.00 4.10 0.033 頁岩 接合資料1

18 25 B21 b4 Nb 細石刃核 5.05 3.35 3.40 0.052 頁岩 接合資料1船野型

19 26 B21 b4 IVb 細石刃核 6.00 2.60 2.75 0.048 頁岩 船野型

1 9 27 B21 b4 !Vb 細石刃核 5.25 2.80 2.90 0.034 頁岩 船野型

19 28 821 b1 IVb 細石刃核 4.40 3.70 1.90 0.032 頁岩 船野型

1 9 29 B22 d4 Nb 細石刃核 3.10 2.30 2.10 0.011 頁岩 船野型

19 30 A16 c1 Nb 細石刃核 4.05 2.40 3.00 0.027 頁岩 船野型

19 31 B21 b3 IVb 細石刃核 4.50 2.75 2.60 0030 頁岩 船野型

1 9 32 B21 c4 Nb 細石刃核 3.70 2.25 2.20 0.019 頁岩 船野型

20 33 B21 b4 !Vb 細石刃核 3.70 2.30 2.40 0.018 頁岩 船野型

20 34 B21 b3 IVb 細石刃核 3.65 2.00 2.60 0.016 頁岩 船野型

20 35 B21 b1 Wb 細石刃核 4.20 2.55 2.10 0.021 頁岩 船野型

20 36 B16 a1 IVb 細石刃核 2.80 2.80 2.50 0.022 頁岩 船野型

20 37 B20 a3 !Vb 細石刃核 3.25 1.55 2.75 0.016 頁岩 船野型

20 38 B21 a2 !Vb 細石刃核 2.30 1.95 2.50 0.010 頁岩 船野型

20 39 B21 b2 Nb 細石片 2.30 3.00 2.35 0.014 頁岩 微細剥離あり

20 40 B21 b2 nrb 細石刃 1.20 0.50 0.15 0.001 頁岩 微細剥離あり

20 41 A16 c1 IVb 細石刃 1.10 0.75 0.20 0.001 頁岩

20 42 821 b3 IVb 細石刃 1.25 0.55 0.20 0.001 頁岩

20 43 B21 b3 IVb 細石刃 1.10 0.65 0.10 0.001 頁岩

20 44 B21 a2 Nb 細石刃 0.90 0.50 0.20 0.001 頁岩

20 45 B21 c4 IVb 細石刃 0.60 0.50 0.10 0.001 頁岩

20 46 B21 c4 Wb スクレーパー 2.10 1.90 0.80 0.003 頁岩

20 47 823 d2 IVb スクレーパー 2.40 2.15 1.50 0.007 頁岩

2 1 48 B20 b4 Nb ブランク 5.45 2.45 3.40 0.049 頁岩

21 49 B21 a3 Wb 作業面再生剥片 2.70 2.10 1.50 0.008 頁岩 接合資料

820 a4 

21 50 B22 d3 Nb 作業面再生剥片 3.60 2.60 2.00 0.022 頁岩

21 51 821 b1 IVb 作業面再生剥片 5.70 4.00 3.10 0.053 シルト
22 52 B21 b4 !Vb フレーク 3.30 2.20 0.80 0.004 頁岩 接合資料2

22 53 B21 b4 Wb フレーク 3.60 1.50 0.80 0.003 頁岩 接合資料2

22 54 B21 a1 nrb 未製品 8.25 7.70 3.30 0.032 頁岩 接合資料2

22 55 B21 b4 Wb フレーク 3.80 1.20 0.90 0.005 頁岩 接合資料3

22 56 B21 b1 Nb 未製品 5.40 4.30 2.70 0.083 頁岩 接合資料3

38 57 4号集石 II類 11.90 11.10 7.00 1.020 砂岩 風化による劣化が著しい

38 58 4号集石 m類 11.05 7.65 4.50 0.321 砂岩
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第 8表石器観察表 (2)

挿来旱図 造物 区 小区 層 器種
長さ 幅 ！旱さ 車蜀

石材 備考
丑早 (cm) (cm) (cm) (kg) 

37 59 5号集石 m類 6.90 6.70 6.80 0.191 砂岩 敲打痕あり

53 60 B7 c3 Nb 打製石鏃 2.10 1.10 0.40 0.001 安山岩

53 61 D30 b1 Nb 打製石鏃 1.60 1.40 0.35 0.001 頁岩

53 62 B15 c1 IV 打製石鏃 2.40 0.60 0.50 0.004 頁岩

53 63 B11 c4 Wb 打製石鏃 2.10 1.50 0.50 0.001 安山岩

53 64 D28 b2 Wb 摩製石鏃 2.30 1.15 0.15 0.001 頁岩

53 65 D29 b4 IVb 摩製石鏃 1.60 0.80 0.15 頁岩

53 66 表採 磨製石鏃 頁岩

53 67 A9 d1 !Vb 作業面再生剥片 5.50 4.70 2.00 0.057 安山岩

53 68 D30 b1 Nb 作業面再生剥片 2.70 4.50 070 0.010 安山岩

53 69 D29 c4 nrb 調整剥片 2.50 2.40 0.75 0.005 安山岩

53 70 D30 c2 IVb 石鏃未製品 2.70 2.70 0.80 0.005 安山岩

53 71 D30 d1 IVb 調整剥片 2.20 1.70 0.70 0003 安山岩

54 72 D9 a2 IVb 打製石斧 10.50 4.10 2.20 0103 頁岩

54 73 巳16 a1 nrb 磨製石斧 3.60 5 50 1.90 0.028 頁岩

54 74 A14 c4 Nb 磨製石斧 14.00 6.90 1.50 0.180 頁岩

54 75 B2 d4 Nb 石斧未製品 15.70 7.00 3.80 0.555 砂岩

54 76 C3 a3 石斧未製品 10.45 6.85 3.20 0.259 硬質砂岩 敲石に転用

54 77 B11 c3 IVb くさび形石器 14.65 5.60 2.30 0.147 硬質砂岩

54 78 C26 b2 IVb 礫器 15.70 7.30 4.00 0.716 砂岩

55 79 A5 d3 nrb 礫器 11.10 8.60 4.50 0.390 砂岩 石皿の転用

55 80 C2 b3 Wb 礫器 7.85 5.95 2.40 0091 砂岩

55 81 B3 d1 Nb 礫器 11.80 9.10 5.80 0.508 砂岩

55 82 表採 IVb I類一① 5.90 4.90 2.35 0.092 砂岩

55 83 表採 IVb I類一① 12.55 7.90 5.10 0.726 砂岩

55 84 C22 a3 IVb I類一① 17.80 8.90 8.50 1.800 砂岩

55 85 B12 c1 IVb I類一① 8.70 7.50 4.35 0.335 砂岩

55 86 C23 c2 Wb I類一② 12.90 5.20 5.20 0.512 砂岩

56 87 B15 a4 IVb I類一② 7.65 3.55 3.15 0.130 砂岩

56 88 B3 b2 IVb I類一② 8.70 7.20 5.25 0.230 砂岩 剥離痕あり

56 89 表採 Nb II類一① 12.00 10.45 5.70 0.981 砂岩

56 90 B12 b1 IVb II類一① 12.40 6.90 4.10 0.467 砂岩

56 91 C22 b4 Nb II類一② 7.95 7.20 3.70 0.301 石英斑岩

56 92 C22 a4 IVb II類一② 9.60 8.35 3.60 0.405 石英斑岩

56 93 B11 a2 Wb II類一② 10.20 9.70 8 90 0.562 硬質砂岩

57 94 B15 d4 IVb II類一② 8.30 7.50 4.35 0.360 砂岩

57 95 A15 d3 FIb II類一② 9.30 6.90 5.00 0.378 砂岩

57 96 BB b2 Nb II類一② 14.20 7.20 5.70 0.575 砂岩 剥離痕あり，風化が者しい

57 97 C22 a2 nrb II類一② 13.35 9.10 10.25 0 571 砂岩 剥離痕あり

57 98 C22 a2 IVb II類一② 5.20 3.40 3.50 0.080 砂岩

57 99 B15 d2 nrb II類一② 10.70 7.30 3.55 0.275 砂岩

57 100 C27 c3 nrb II類一② 9.25 6.45 2.70 0.224 砂岩

57 101 C25 b2 IVb II類一③ 10.20 8.00 3.40 0.252 砂岩

57 102 822 c2 Nb II類一③ 10.05 7.20 2.80 0.210 砂岩 剥離痕あり

57 103 C2 c4 Nb II類一③ 9.40 7.60 4.45 0.306 砂岩

58 104 C21 a4 !Vb II類一③ 9.25 8.15 2.85 0.228 砂岩

58 105 B7 b4 IVb II類一③ 9.65 7.60 2.20 0.187 砂岩

58 106 B12 c1 IVb II類一③ 10.25 7.00 3.10 0.194 砂岩

58 107 A15 d3 IVb II類一③ 9.10 5.60 2.00 0.105 砂岩

58 108 821 b4 Nb 11類一④ 8.50 5.75 1.70 0.126 砂岩

58 109 B21 c3 IVb II類一④ 10.15 11.65 4.75 0.598 砂岩

58 110 A9 b1 Nb 皿類一① 13.00 7.40 5.70 0.583 砂岩 削痕あり

58 111 B15 b3 Nb 皿類一① 6.85 6.20 4.35 0.194 砂岩 削痕あり

58 112 C22 b4 nrb m類一② 8.00 6.80 3.10 0.239 石英班岩

58 113 B24 d1 IVb m類一② 12.25 9.50 2.70 0.499 石英班岩

59 114 B15 al IVb m類一② 14.20 12.10 5.25 1.160 砂岩

59 115 表採 皿類一② 10.35 7.95 3.70 0.435 砂岩

59 116 B7 c3 FIb 皿類一② 8.35 4.70 2.35 0.126 砂岩

59 117 C27 c4 IVb 皿類一③ 9.75 8.95 2.70 0.363 石英班岩
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第 9表石器観察表 (3)

挿図 迫物
区 小区 陪 器種

長さ 幅 厚さ 車滋：
石材 備考

丑早 丑与 (cm) (cm) /em¥ (ke) 

59 118 B24 d1 IVb 皿類一③ 11.70 10.25 3.70 0.675 石英班岩

59 119 B22 d1 IVb 皿類一③ 9.40 8.35 3.30 0.342 砂岩

59 120 A15 b1 IVb III類一③ 11.80 10.30 5.60 0.938 砂岩

59 121 D29 a3 IVb 皿類一③ 7.80 6.70 410 0.275 砂岩

60 122 表採 m類一④ 1 1 25 9.30 4.60 0.710 砂岩

60 123 B4 b3 n「b 皿類一④ 9.60 6 30 3.85 0.282 砂岩

60 124 C22 a2 IVb m類一④ 7.80 4.40 2.60 0.119 砂岩

60 125 D30 c2 nrb m類一④ 5.25 4.00 3.55 0096 砂岩 風化で使用痕がわからない

60 126 C21 b4 Wb m類一④ 10.60 5.25 3.90 0.237 砂岩

60 127 C27 d3 IVb 皿類一④ 5.40 5.20 4.15 0.131 砂岩

60 128 B23 d3 IVb m類一④ 4.90 3.05 2.15 0.037 砂岩

60 129 B24 d1 Nb m類一④ 10.45 9.60 3 50 0.549 砂岩
60 130 C2 c3 IVb m類一④ 10.90 4.60 3.50 0.180 砂岩

60 131 C27 c1 IVb m類一④ 8.50 5.20 4.50 0.259 砂岩

60 132 表採 皿類一④ 7.45 6.45 3.65 0.230 砂岩

60 133 B4 c1 Nb 皿類一④ 10.35 7.60 3.60 0.386 砂岩

61 134 C24 a4 Nb 皿類一④ 9.70 9.25 3 90 0.429 砂岩

61 135 表採 皿類一④ 8.00 4.40 3.15 0.149 砂岩

61 136 A15 d3 IVb m類一⑤ 1.20 8.40 6.40 0 659 砂岩

61 137 A13 d2 Nb 皿類一⑤ 7.80 7.00 6.00 0.275 砂岩 石皿を転用

61 138 B21 c2 !Vb m類一⑤ 13.60 8.95 5.35 0 699 砂岩 剥離痕あり

61 139 B22 c1 Nb 皿類一⑤ 9.90 7.50 3.00 0.290 砂岩 剥離痕あり

61 140 B11 c4 nrb m類一⑤ 9.70 9.35 3.10 0.206 砂岩

61 141 A15 d2 Nb m類一⑤ 9.80 6.50 1.80 0.142 砂岩 剥離痕あり

61 142 B10 c2 nrb 皿類一⑤ 8.85 6.30 2.00 0116 砂岩 剥離痕あり

61 143 A7 d3 !Vb m類一⑤ 5.90 5.40 2.40 0.113 砂岩

62 144 E32 d2 nIb IV類一① 9.55 8.40 0.95 0204 砂岩

62 145 C2 c4 IVb IV類一① 9.10 7.30 4.40 0.360 砂岩

62 146 B24 d1 IVb IV類一① 9.60 8.80 5.90 0.620 砂岩

62 147 821 b2 Wb w類一① 8.25 7.00 3.40 0.292 砂岩

62 148 B12 a2 Nb IV類一① 8.20 7.80 3.20 0.237 砂岩

62 149 B10 a3 nrb w類一② 12.70 7.70 3.80 0 515 砂岩

62 150 B15 d4 IVb w類一③ 15.90 13.00 4.20 1 070 砂岩 剥離痕あり

63 151 B24 d1 IVb v類一① 13.10 11.50 4.30 0.901 石英班岩

63 152 B14 c4 IVb v類一① 9.50 5.55 4.00 0.197 砂岩

63 153 B14 d4 IVb v類一① 12.15 8.40 5.00 0.620 砂岩 剥離痕あり

63 154 B15 b3 Wb v類一① 7.60 6.25 3.90 0.235 砂岩

63 155 B21 c4 IVb v類一① 10.60 7.70 3.90 0445 砂岩

63 156 C21 b4 FIb v類一① 9.05 5.10 4.10 0.206 砂岩

63 157 表採 v類一① 8.25 5.10 3.70 0.223 砂岩

63 158 A7 c2 nrb v類一① 7.70 5.10 4.40 0.171 砂岩

64 159 B13 a1 IVb v類一② 10.60 6.55 3.90 0.368 砂岩

64 160 B14 c4 nrb v類一② 8.55 5.20 4.15 0.198 砂岩

64 161 B21 a2 IVb v類一③ 9.90 7.20 2.80 0.256 砂岩 剥離痕あり

64 162 B14 c3 n「b 石皿 8.30 7.90 5.80 0.402 砂岩 削痕あり

64 163 A7 d2 IVb 石皿 29.40 15.30 13.60 6.670 砂岩 削痕あり

64 164 D28 a3 Wb 石皿 21.75 10.05 7.80 2.800 砂岩

65 165 B22 d1 Nb 石皿 19.00 11.50 2.55 0.791 砂岩 剥離痕あり

65 166 B3 b3 nrb 石皿 17.40 11.65 9.20 1.780 砂岩

65 167 B22 c2 IVb 石皿 18.40 12.50 6.80 2.740 砂岩

65 168 B15 c3 IVb 石皿 25.80 23.80 5.80 5.730 砂岩

66 169 B20 a4 IVb 石皿 33.00 30.80 7.10 10.70 砂岩

66 170 C26 c3 IVb 石皿 34.20 30.50 13.80 16.25 砂岩

67 171 A15 c1 IVb 石皿 39.80 25.70 12.50 12.40 砂岩

67 1 72 B15 a3 Wb 石皿 24.20 14.50 480 1.730 砂岩 剥離痕あり

67 173 C21 a3 Wb 石皿 22.55 17.10 5.20 1.870 砂岩 剥離痕あり

67 174 B21 c3 IVb 石皿 21.50 18.70 7.60 3.840 砂岩 剥離痕あり，石皿転用か

68 175 B15 a4 Nb 石皿 10.80 9.35 5.75 0.655 砂岩 剥離痕あり

68 176 A8 c4 Nb 石皿 10.65 9.60 4.60 0.579 砂岩
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第 10表剥片観察表 (1)

迫丑与物 区 小区 層
長さ 幅 厚さ 直泣

石材 備考(cml (r) m (.,) 
n、 :4 l I 目宕

h、 4:m 自去

hJ c :J I :inn ー日＝ 
h4 •ノ 酉岩

h 百圭

h 百圭

h -ヒ・―云

h 百圭

n 百圭

n 百岩

h 百圭

F b つ 百去

h —目云ヽ

n n 百去

b 百圭

＇ 
n `A  

っ・ h 百圭

ヤヽ 百岩

h 頁岩

h h 頁岩

h 百岩

h h 百圭

h h 頁岩
h, 目云

h 百圭

b 百去

nd 百圭

h 「主

b 「去

-l云-

F 冷芸

a う呈

Z 一・云し贔ヽ

， 百圭

z D 貝岩

z n 百砦

a n →圭

F z h ・= -

二 ・右~ 

a h ・生さ

z ・コ-＝ 

Zり 百岩

a h 百去 49と接合
百岩

h h i岩
tぅ h i去
h -ー,云しム 45と接合

h -i圭 I接合あり
-i去
9主

9去

-i芸

-
-i圭

去

百圭

巨圭
,... ビ岩

( 百圭

ぐ 去

r̀ 岸

r 「圭

r’ n 去
，， 

＾ 
h 「去

C h 百去

r ロ A

ri 百圭

＾ 
b 百妄

r| n 百岩

A r h 百去

A r̀ ー＂云し
A r n 岩

A r: h コ 82と接合
△ 

＂ 
コ- 81と接合

A ・＇右しム

去
，，， 

（ ・！右しム

（ 
・l=しム』

nさ

: 「圭

z ・＇プしム

z ＇圭

a sョ
h -云-

，， 、J1 圭 98 99, 100と接合
a 

＇ 
コ＝ 97 99 1()()と接合

h, ．右~ 97 98, 100と ＾
h 百圭 97 98 99と接合
a h ~= し
n 亀

二 h 圭

a h コこ=
h, しり

t ~去

r呵 b 去

r 1 石

r ・圭

n r ・云-
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第 11表剥片観察表 (2)

遺物
区 小区 層

長さ 幅 9旱さ 亘並
石材 備考

• • C一コ :cm cm) cm ， 
h 

＂ 
・1=しム

•ノ r̀ h 圭

＇ r H 圭

‘̀ 
-l云~ 

卜 圭 116と接合
r 圭 115と1妾合

？ .l云.り

r 
., 圭

r 芸

r •l 云= 
r 圭

r 岩

r ー目冒→云▲』．． 

r 岩

r: 芸

r| ・コ-

； 岩

h 芸

: ・云-

； ・右-

F っ
.` 

・去

： ・圭

h ・圭

h ， ・ニ

za n ―・圭

= I) _・圭

h 

＇ 
？？ 7n ・,e. 

rl n ［） せ

- 』 n I I ・圭

っd b 百 ニ

n 百 出

咋l h 百 妄 I控/Jヽ
,. b 百 ニ

百圭

9ヽ h 頁岩

9ヽ b 百 去

9ヽ 百 圭

9ヽ h 百 去

a, 百 岩

h、 h 百 圭

h• h 百 岩

h, 百圭

h、 h 百 圭

hヽ h 百 去 小片一括2点
I'ノ i圭

二 ll hll 圭

h I I •91 圭

h l ・＝しり

h 百 圭

c U IL 百 去

h n 1r 貝 君

h 貝右

h , 右

r̀ 貝君

r: 司右

C , 右

h 乱君

h "' ヨ右

e 
＇ 

石

え元5

勺 ヨ右

つ・ 只 右

n n 1n 貝君

9』 h 只 石

貝 宕

只石

咋9 h 只 右

貝君

貝 右

9l n 只右

貝君

h 貝右

h h 只右

只右

h 只右

a 只 右

右

右

』右

右

右

L C 右

‘̀ 石

ヽ 右

L C ， 右

、- 右

c 1右

ヽ 右

《 貝右

r: n ヨ石

ヽ 只 右

r 貝右

ヽ r h 只石

＾ 
貝右

r 貝右

c h 只右

ヽ 貝君

r n ~n 只宕

A c h り1 只右

A r̀ 1 ?n 貝君
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第 12表剥片観察表 (3)

迫物
区 小区 陪

長さ 幅 厚さ 車鉗
石材 備考Cコl :cm :crn） （ 

1 ，， n 貝右

1 r n 只右

1 r1 n 貝右

．ッ r’ h 只右

ri h 良右

d n 只右

？？ r1 貝石

^ 只；；；；

r、 h 貝右 I』、F ・10J忠

hヽ n ッr ッr II 111 只右

hヽ h 只右 /JヽF「 1QJ后
n、 .JI 只右 9Jヽ斤 9口L./;<'

り 0.70 "' l lU 只右

r̀ nq'i n 7n n 1n n 1 n 貝；；；；

‘‘ n'in n:in r 1n 只君

h ‘’ 
，，r I lll 貝右

《 貝右 IJヽn -TOム，'.

h 只右 JJヽ斤 r口 点

b っ 只右 I)ヽ斤 た3,ur,;-.

9? ，＿ 三 』•→ 只右

"' h 名 ＇ニ

h ヨ ，ヰ

r コ 9圭

r ヲ 9圭

C ， 宅 I去
? ? r ， も I圭

z• 中 99,ニ

r 
,,,, 9,そ

r, n ""' l岩cd h 守 l岩
Cヽ h 安 l岩
,̂ b 0 10 安 山岩

f n 1n =9,ニ

9ヽ n 1 rJ 守 山岩,, h 安山岩

hヽ n ,;;,,1,妄

h h り a 安山岩

bヽ n ・く1 安 山岩

ソ n、 n 安 山岩
ワヽ h、 =コ919#
？ hヽ ""'''"' ッ． hヽ =’’'屯

h 安山岩

？ヽ
’‘ n ―'去

ヮ ト咋ヽ 3 1去
ワ~ n、 ＇ニ

h ＇，，， 

n ＇ヰ

？ ,..,,'圭

っ ， ，，，，'I去

っ 安山岩

’‘ 安山岩

，，，＂＇圭

=’’’ヰ， 安山岩， Iヽ 守,,,去

つ
＇ 

n,1n 安 山岩
1.1( 安山岩

安山岩
・2 r 女U右

咋 .JI 女山右

h 女山石

C h 女山石

^ n ?n 女山君

r 女山君

r h 女山右

r h 女山右

C h .JI 女山石

c h 女山右

rヽ 女 右

女 石

h 女 石

h 女 石

h 女 宕

， 女u」石

っ て右

r 女'’去

r て右

r 下 右

r: 心 ↓l石

c ， >人』右

r{ つ つ 右

マ 右

~' 女 右 /Jヽ月― ー10J屈

11:m コ 右

k『

＾ 
11111 女 右

勺 女山右 IJヽ片 raam 
n ， ...， laI U lU 女右

h nsn n4n n 1n ＇＂ 

h コ Jヽヽ片 -~ ；点

h h 

h h 

h 
rl n 

za t C 

z’’ せヽ

Z h ら 9圭
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第VI章化学分析

銭亀遺跡の自然科学分析

パリノ ・サーヴェイ株式会社

はじめに

鹿児島県南種子町に所在する銭亀遺跡の発掘調査では、縄文時代とみられる集石が検出されている。

今回の分析調査では、集石に伴うと考えられている炭化材の放射性炭素年代測定と樹種同定を実施し、

集石の時代・時期や古植生に関する資料を得る。

1.試料

試料は、 4号集石より出土した炭化材と、 6号集石より出土した炭化材である。いずれも、複数片の

炭化材が認められた。この中から各遣構より 1点ずつを選択し、放射性炭素年代測定を行い、また全点

について樹種同定を実施する。

2.分析方法

(1)放射性炭素年代測定

測定は、核燃料サイクル開発機構東濃地科学センターの協力を得た。

(2)樹種同定

木口（横断面） ．柾目（放射断面） ・板目（接線断面）の 3断面の割断面を作製し、実体顕微鏡およ

び走査型電子顕微鏡を用いて木材組織の特徴を観察し、種類を同定する。

3.結果

(1)放射性炭素年代測定

結果を表 lに示す。測定年代値（補正年代値）は、 4号集石出土炭化材が約8700年前、 6号集石出

土炭化材が約8000年前である。

なお、表中の同位体比は、標準値からのずれをパーミルで表した年代である。 o13 Cの値は、試料

炭素の13C/  12 C原子比を質量分析器で測定し、標準にPDBを用いて算出した値である。今回の試

料の補正年代は、この値に基づいて補正をした年代である。

(2)樹種同定

樹種同定結果を表 1に示す。 6号集石には2種類が認められた。これらの炭化材は、針葉樹1種類

（イヌガヤ）と広葉樹1種類（スダジイ）に同定された。各種類の主な解剖学的特徴を以下に記す。

・イヌガヤ (Cephalota:xusharringtonia (Knight) K. Koch f.） イヌガヤ科イヌガヤ属

仮道管の早材部から晩材部への移行は緩やか。樹脂細胞が早材部および晩材部に散在する。放射組織

は柔細胞のみで構成され、分野壁孔は保存が悪く観察できない。放射組織は単列、 1 ~10細胞高。仮

道管内壁にはらせん肥厚が認められる。

・スダジイ (Castanopsiscuspidata var. sieboldii (Makino) Nakai) ブナ科シイノキ属

環孔材で、孔圏部は疎な 1列で、接線方向に道管が連続しない。孔圏外で急激に管径を減じたのち、
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表 1 放射性炭素年代測定および樹種同定結果

No. I遺構名 樹種
測定年代 o13C 補正年代 I試料ID
BP (%。） BP 

1 I 4号集石 イヌガヤ 8699士57 -24.72 8677士53I 2953 
2 I 6号集石 イヌガヤ、スタジイ 7944土55 -26.68 7920士s1I 2964 

漸減しながら火炎状に配列する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単

列、 1 ~20細胞高

4.考察

今回得られた年代値は、 4号集石出土炭化材が約8700年前、 6号集石出土炭化材が約8000年前で

ある。これは、 畑・東 (1997) らによれば、縄文時代早期中頃に相当する値である。放射性炭素年

代測定の測定法自体が持つ誤差や、過去における大気中の14C濃度の変動などを考慮すると、両遺構

出土炭化材の年代値はより近似する可能性がある。よって、 4号集石と6号集石は、ともに縄文時代早

期中頃のほぼ同時期に構築された可能性がある。

引用文献

畑光博・東和幸 (1997)南九州の火山灰と考古遺物月刊地球， 19,p.208-214. 
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第VII章まとめ

第 1節旧石器時代について

1 細石刃核について

銭亀遺跡では，細石刃製作工程に伴う細石刃核，ブランク等が出土した。種子島における細石

刃核の出土例は，西之表市の港遺跡・大中峯遺跡（桑波田，大久保2000)，中種子町の立切遺

跡・三角山 I遺跡に続く 5例目である。本遺跡で出土した細石刃核は，円礫を使用し，それを剥

離した剥片を素材とし，その主要剥離面もしくは分割面を打面として石核調整を打面側から行い，

正面観はU字形を呈する。いわゆる船野型細石刃核 1型（宮田 2004) に分類できる。これまで

に細石刃・細石刃核が多く発見された立切遺跡V層や大中峯遺跡出土の細石刃核と比較してみる

と，立切遺跡や大中峯遺跡出土の細石刃核は銭亀遣跡同様円礫を石材とし大半は 1型であるが，

調整剥離により下縁が作られ正面観がV字形を呈する 2型も若干見られる。今回銭亀遺跡で出土

した細石刃核は 1型のみであるため，時期的には南九州細石刃文化編年II期前半（宮田 2004)

に位置づけられる。よって大中峯遺跡とは細石刃核の形態に若干の差異が認められるがほぼ同一

時期であると考えられる。

なお，石材についてであるが，従来種子島出土の細石刃核はいずれも流紋岩といわれてきた。

従来， この流紋岩は宮崎県南部の細石刃核の石材と類似しているため宮崎との関係を伺わせるも

のとされてきたが，種子島南部の海岸で細石刃核の石材に非常に類似する珪質頁岩が確認されて

いる。 1こうした指摘も含め，今回の資料は娃質頁岩とした（宮田 2002)。頁岩は種子島全土に

見られる石材であるが，細石刃核の石材として用いられた良質で娃質の強い頁岩は産出地が特定

できていない。種子島で細石刃に用いられた石材については今後の検討が必要である。

2 細石刃核接合資料について

細石刃核の製作工程が復元できたことにより，一つの円礫から複数の細石刃核を製作すること，

剥片の主要剥離面を打面にして細長い細石刃核を製作するということが明らかになった。それぞ

れ細石刃核は，剥片の主要剥離面を打面にしてそこから両側縁を打面からの剥離によって形成し

ている。形成された細石刃核は正面観が「U字状」で，打面の幅が狭く長さが長い形態を呈して

いる。いわゆる船野型細石刃核の基本的な製作工程が明らかになったといえよう。また，細石刃

核を形成するために刹離した刹片にも加工された痕跡があり，一つの石材を最大限活用しようと

する意図がうかがえる。今回の接合資料によって船野型細石刃核の基本的な製作工程が明らかに

なったことは，西日本の細石刃文化研究にとって極めて貴重な成果といえる。

1鹿児島県立埋蔵文化財センターの宮田氏のご教示による。
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3 小結

1 9 9 4年の横峯遺跡の発見行以降，開発に伴い種子島では次々と旧石器時代の遺跡が発見さ

れている。これまで種子島における後期旧石器時代は，本土とは様相の異なる文化を有すると考

えられてきた。その要因として礫群や炉跡などの遺構が多いこと，ナイフ形石器などの小型石器

が少数なのに対し大型の礫塊石器が多く出土すること，石器の製作段階で剥片剥離行動が貧弱な

こと等があげられる（石堂・中村2005）。こうした特徴から，種子島の旧石器文化は「敲打器文

化圏」（岡村 1998), 「南方型旧石器文化」（小田 2003, 2000, 1999, 1997) といった植物食

料に比重をおく石器組成を持つ文化としてとらえられてきた。しかし，学際的な視野からの総合

的な研究の必要性（橘 1999)が指摘されるように，調査事例の少なさは否めないのが現状であ

った。しかし、近年本土との関係性を指摘する見解も見出されつつある（宮田 1998, 小畑•宮

田1999, 堂込2000)。例えば，立切遺跡ではほぼ全面を磨きえぐり状の基部をもつ，本土では

見られない形状を呈する石斧（田平・野平2000) と平面形状が楕円形で刃部に明瞭な研磨痕を

持つ，本土でも出土する形状を呈する石斧（堂込 1998) とが出土している。また、横峯C遺跡

の近年の調査でも砂岩の剥片を利用した鋸歯縁石器などが出土している。これらの石斧や台形様

石器，鋸歯縁石器といった遺物は本土九州との関連性を示す遺物としてとらえられる。こうした

ことから、種子島の旧石器文化における異質性と等質性を併せ持っている様相が指摘できる（中

村2005)。

以上のことから，種子島における旧石器研究は今後さらなる事例の追加が待たれるところであ

る。そうした点で，今回南種子町で船野型細石刃核が確認されたことは，船野型細石刃核の南限

さらには細石刃文化の南限に関して大きな成果であり，種子島における旧石器時代の様相を知る

上でも大きな成果である。

第 2節縄文時代について

1 遺構について

縄文時代の遺構として土坑5基，集石6基が検出された。特筆すべきは 2号土坑で，円形プラ

ンを呈し，直径約 1.5mとやや大型の土坑で，埋土中より桑ノ丸式土器等の土器が数点出土して

いる。柱穴が検出されなかったのものの底面が水平に安定していることなどから竪穴式住居の可

能性を示唆する遺構であると言えよう。集石においても，小規模でよくまとまっているもの，規

模が大きく礫が散在しているもの，あるいは掘り込みのあるもの掘り込みのないもの等形態は多

様である。また，安山岩，軟質の頁岩の剥片が集中して出土すること，石器の中には石器再生剥

片や未製品，砥石としての削痕が見られる石器の出土することなどから当地区が石器の製作場で

あったことが伺える。

2 土器について

今回の調査で出土した土器は文様，形態等から大きく 8つに分類した。 1類は加栗山式土器に

該当し，文様として斜位の貝殻条痕文と縦位の貝殻刺突文とが施されている。 2類は貝殻条痕文
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の上に貝殻刺突文を施しているが，横位に近い緩やかな角度の斜位貝殻条痕文を文様として施し

ており加栗山式土器の中でも密接な貝殻刺突文を施す一群に該当する。 3類は吉田式土器に該当

し， 口縁部が外反するものと内湾するもの，口唇部に平坦部を有するもの，有しないものがある。

文様として貝殻刺突文を施すが，口縁部下にはクサビ形貼付文を施すものもある。 4類は下剥峯

式土器に該当し， 口縁部が直行あるいは内海し，貝殻刺突文を文様として施している。この貝殻

剌突文による文様は，縦位あるいは横位の鋸歯状文，貝殻復縁を用いた波形文，連続した短い鋸

歯状文など多様である。今回最も多く出土した型式である。 5類は器面に短沈線文を施し，辻夕

イプと呼ばれている型式に該当すると思われる。宮崎県地方や大隅地方で比較的多く見られる型

式であるが現段階ではまだ資料が乏しく，不明な点も多い（黒川 2002)。6類は，桑ノ丸式土器

に該当する土器で，口縁部が直行ないし内湾しバケツ形を呈するものが多い。文様としては口縁

部下に瘤状突起を有するもの，貝殻条痕文により流水文を施すもの，鋸歯状の貝殻条痕文を施す

もの，貝殻状の施文具で櫛画状の沈線文を施すもの，櫛画状の沈線文を斜位に交差させ格子状の

文様を施すもの等多様である。 7類は妙見・天道ヶ尾式土器に該当し，外反する波状口縁を呈し，

波頂部下に瘤状突起を有し文様として刻目突帯や貝殻条痕文が施されている。

今回の調査では，少量ではあったが妙見・天道ヶ尾式時土器が出土している。この妙見・天道

ヶ尾式土器は島内ではあまり出土例がないが，近年の調査では中種子町大田尾遺跡で確認されて

いる。特徴として，出土した土器の胎土に黒雲母が含まれる土器が多く見られることがあげられ

る。黒雲母は花岡岩に多く含まれる鉱物であるが，花岡岩は種子島では産出されず，屋久島や大

隅半島南部で多く見られる岩石である。島外からの胎土ないしは土器そのものの搬入の可能性も

考えられる。

以上今回の調査で出土した土器を見ると，銭亀遺跡で出土した土器は本土から強い影響を受け

つつも独自の土器型式を持っていたことが伺える。種子島における土器の時代的変遷・形式的変

遷等はまだまだ不明な点が多いが，今後の検討課外であると言えよう。

3 石器について

石器としては石鏃，石斧などのほか，石核や作業面再生剥片，調整剥片といった石鏃製作に伴

う石器が出土した。これらは石器製作場としての当遺跡の性格を裏付けるものである。また，使

用されている石材の中には多久のサヌカイトのような北九州で産出される石材に類似したものが

出土するなど幅広い活動の様相が伺える。

また今回の調査において，磨石・敲石等も多く出土している。本報告書ではこれら磨石・敲石

を使用の仕方・使用部位等により細分した。その結果，磨石として使用する場合は円礫が多く使

われているのに対し敲石として使用するものは不定形の礫が多く使われている傾向が見られた。

中でも II類やIII類， V類で見られる断面が長方形あるいは弧状を描く扁平な角礫を使用した磨，

敲石は特異である。これらの磨・敲石は扁平であるため非常に安定的である。そのため携帯用の

石皿として用いた可能性も考えられないだろうか。扁平な角礫の使用例はほとんど確認されてお

らず，今後同様の資料追加を待ちたい。また，磨・敲石・石皿において側縁部に剥離の見られる
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ものがいくらか確認された。風化による剥落，敲打による剥落等の可能性もあろうが，使用しや

すい大きさに整形したのかあるいは礫器としての剥片を剥離しようとしたのかその目的は明確で

はないが，意図して剥離を施しているものも確認できる。

3 小結

安山岩，軟質な頁岩の剥片集中部が検出されたのはD29 • 30区に位置する。当地区からは旧

石器時代の遺物である頁岩剥片も多く出土している。旧石器時代において細石刃核の接合資料が

出土したことより旧石器時代にも当遺跡で石器の製作が行われていたと思われるが，同遺跡で縄

文時代にも石器の製作が行われていたことは非常に興味深い。

また， 遺物を見てみると土器・石器いずれも多種多様な様相を持ち，中には遠方の地域との関

連性を伺わせるものも見られる。銭亀遺跡は門倉岬に近接した種子島の南端に位置するが，外か

らの文化を積極的に取り入れさらに独自に発達させ，豊かな文化を築いていた様相が伺えよう。
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銭亀遺跡正誤表

頁 誤 一正

20 図版番号 第 10図

38 4号集石（第 35,.._..,37図 10, 58 ・ 59) 4号集石（第 35・ 36図 10, 57 ・ 58) 

38 5号集石（第 38• 39図 61) 4号集石（第 37• 38図 59) 

40 6号集石（第40• 41図） 6集石（第 39図）

77 第65図 出土石器 (3) 第65図出土石器 (13)

遺物番号 区・小区 遺物番号 区・小区
81 

10 6号集石 10 4号集石


